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両
性
具
有
の
シ
ヴ
ァ
と
シ
ヴ
ァ
1

-
　
『
シ
ヴ
ァ
・
プ
ラ
ー
ナ
』
の
場
合

は

　

し

　

が

　

き

表
記
の
(
両
性
具
有
)
と
い
う
問
題
は
宗
教
学
に
於
て
も
独
自
の
関
心
を
集
め

て
お
り
、
た
と
え
ば
、
小
口
偉
一
・
堀
一
郎
監
修
『
宗
教
学
辞
典
』
は
特
に
独
立

の
一
項
を
設
け
て
論
じ
て
い
る
5
/
と
こ
ろ
で
、
イ
ン
ド
教
シ
ヴ
ァ
派
の
聖
典
『
シ

ヴ
ァ
・
プ
ラ
ー
ナ
』
の
中
に
も
、
こ
の
観
念
が
明
瞭
な
形
で
存
在
し
'
主
神
シ
ヴ

2

ァ
と
そ
の
配
偶
神
が
共
に
両
性
具
有
と
さ
れ
て
い
る
F
そ
こ
で
本
稿
に
於
て
は
う

同
書
か
ら
(
両
性
具
有
)
に
関
す
る
記
述
を
拾
集
L
へ
　
こ
れ
に
若
干
の
考
察
を
加

え
て
へ
　
『
シ
ヴ
ァ
・
プ
ラ
ー
ナ
』
　
の
両
性
具
有
像
が
持
つ
特
色
を
尋
ね
る
こ
と
に
し

蝣
蝣
蝣
蝣
i
.
M
ォ
1
s
s
E
B
f
t

な
お
へ
　
『
シ
ヴ
ァ
・
プ
ラ
ー
ナ
』
の
読
解
に
使
用
し
た
焚
文
原
典
と
英
訳
書
は
左

5
r

の
通
り
で
あ
る
F

〔
焚
文
原
典
〕
　
T
h
e
S
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a
M
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蛸
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第
一
節
　
資
　
　
料
　
　
篇

本
節
に
於
て
は
、
原
典
の
関
係
箇
所
を
和
訳
引
用
ま
た
は
要
約
に
よ
っ
て
提
示

し
、
必
要
に
応
じ
て
補
足
的
説
明
を
添
え
る
こ
と
に
す
る
。
そ
の
際
、
提
示
の
順

序
は
原
則
と
し
て
テ
キ
ス
ト
の
進
行
に
従
い
、
各
々
の
冠
頭
に
は
通
し
番
号
を
置

-
。
こ
の
番
号
は
以
下
の
論
述
で
用
い
る
資
料
番
号
に
相
当
す
る
。

タ

パ

ス

ー
　
「
そ
こ
で
ま
た
、
創
造
を
目
的
と
し
て
苦
行
を
行
じ
て
い
る
と
'
三
位
を
支

配
す
る
偉
大
な
神
は
ヘ
　
ア
ヴ
ィ
ム
ク
タ
と
い
う
名
の
自
分
の
場
所
か
ら
眉
間
と

5

鼻
孔
寅
中
を
通
じ
て
(
発
出
し
)
、
半
女
性
袖
ど
な
っ
て
(
a
r
d
h
a
n
a
r
l
s
v
a
r
o

b
h
u
t
v
巴
特
に
私
の
前
に
立
ち
現
れ
た
。
慈
愛
の
海
で
あ
り
各
部
が
完
備
し
た



両
性
具
有
の
シ
ヴ
ァ
と
シ
ヴ
ァ
-
(
神
舘
)

全
主
宰
神
と
し
て
。

私
は
、
こ
の
'
か
っ
て
何
ら
か
も
生
じ
た
こ
と
が
な
-
、
光
輝
の
集
束
へ
　
ウ

マ
I
の
夫
へ
一
切
知
、
一
切
の
造
出
者
で
あ
り
、
ニ
ー
ラ
ロ
ー
ヒ
タ
と
し
て
知

ら
れ
る
シ
ャ
ン
カ
ラ
を
見
て
喜
び
、
大
信
仰
心
を
以
て
礼
拝
讃
嘆
L
へ
神
々
の

支
配
者
(
で
あ
る
彼
)
　
に
対
し
て
『
汝
へ
多
種
多
様
の
生
類
を
創
造
し
給
え
。
』

と
言
っ
た
.
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(
二
・
　
1
-
1
五
・
五
五
-
五
八
)

プ
ラ
フ
マ
-

右
の
文
中
へ
「
私
」
と
は
焚
天
で
あ
る
。
彼
は
'
自
分
の
息
子
達
が
創
造
の
仕
事

を
引
き
継
が
ず
に
遁
世
の
道
を
選
ん
だ
の
で
怒
り
且
つ
困
惑
し
、
ヴ
ィ
シ
ュ
ヌ
の

指
示
に
従
い
、
シ
ヴ
ァ
の
助
け
を
得
る
た
め
に
苦
行
を
行
う
。
す
る
と
シ
ヴ
ァ
が

半
女
性
神
の
姿
を
取
っ
て
現
れ
た
t
　
と
い
う
の
で
あ
る
。

な
お
、
こ
の
「
半
女
性
神
」
　
(
a
r
d
h
a
n
a
r
i
s
v
a
r
a
)
が
イ
ン
ド
神
話
に
於
て
(
両

性
具
有
神
)
を
指
示
す
る
最
も
代
表
的
な
言
葉
で
あ
る
こ
と
は
'
周
知
の
通
り
で

あ
る
。

t
r
'
?
K

四
　
「
そ
こ
で
サ
テ
ィ
ー
は
、
さ
ら
に
苦
行
を
行
じ
て
シ
ヴ
ァ
を
夫
に
選
ん
だ
。

そ
し
て
シ
ヴ
ァ
I
は
、
色
白
-
、
(
夫
)
の
左
半
分
を
占
め
る
も
の
(
a
r
d
h
a
-
v
a
m
S
-

h
g
叫
)
　
と
な
り
へ
玄
妙
な
多
-
の
遊
技
を
行
っ
た
。
」

(
二
・
二
・
四
三
・
四
〇
)

二
　
「
(
パ
ー
ル
ヴ
ァ
テ
ィ
ー
は
)
ど
の
よ
う
に
し
て
、
ス
マ
ラ
神
の
壊
滅
者
(
即

ち
シ
ヴ
ァ
)
の
半
身
を
占
め
る
も
の
(
a
r
d
h
a
-
帥
a
r
-
i
r
a
-
s
t
h
a
)
と
な
っ
た
の
で
す

か
。
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(
二
・
二
・
二
・
六
)

こ
の
文
は
、
シ
ヴ
ァ
の
妃
神
が
両
性
具
有
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
お
り
、
そ

の
点
で
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
(
資
料
三
-
五
、
七
、
二
ニ
参
照
)

五
　
「
(
ヒ
マ
ラ
ヤ
)
　
山
よ
。
バ
ラ
は
汝
の
娘
と
合
し
て
半
女
性
神

(
a
r
d
h
a
n
a
r
H
i
s
v
a
r
a
;
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
か
-
て
歓
喜
の
二
つ
の
日
が
合
し

た
る
が
如
-
な
る
で
あ
ろ
う
。
汝
の
そ
の
娘
も
、
苦
行
の
力
に
よ
り
全
字
の
支

配
者
で
あ
る
偉
大
な
主
宰
神
を
満
悦
さ
せ
へ
　
バ
ラ
の
半
身
を
自
分
の
も
の
と
す

る
で
あ
ろ
う
(
抽
a
r
-
i
r
a
r
d
h
a
m
h
a
r
a
s
y
a
i
仰
a
h
a
r
i
s
y
a
t
i
)
c
」

(
二
・
三
・
八
・
二
九
-
三
〇
)

こ
こ
は
、
ナ
-
ラ
グ
仙
が
ヒ
マ
ラ
ヤ
山
に
説
示
し
て
い
る
場
面
で
、
「
汝
の
娘
」

と
は
パ
ー
ル
ヴ
ァ
テ
ィ
ー
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
故
へ
　
右
の
文
は
、
シ
ヴ
ァ
と
パ

ー
ル
ヴ
ァ
テ
ィ
ー
が
互
い
に
相
手
の
半
身
を
分
有
し
合
っ
て
い
る
こ
と
、
即
ち
シ

ヴ
ァ
と
シ
ヴ
ァ
I
が
共
に
両
性
具
有
で
あ
る
こ
と
へ
　
を
明
示
し
て
い
る
。
た
だ
ち

共
に
両
性
具
有
で
あ
る
シ
ヴ
ァ
と
シ
ヴ
ァ
-
が
別
箇
の
独
立
し
た
二
神
と
し
て
存

在
す
る
の
か
、
そ
れ
と
も
両
者
が
合
体
し
た
一
者
が
存
在
す
る
の
か
、
と
い
う
点

は
判
然
と
し
て
い
な
い
。
こ
の
間
題
に
つ
い
て
は
へ
　
第
三
節
で
触
れ
る
。

三
　
「
す
べ
て
の
罪
な
き
者
に
果
報
を
与
え
へ
　
三
界
の
母
に
し
て
善
美
で
あ
り
、

シ
ャ
ン
カ
ラ
の
半
身
を
分
有
す
る
(
g
a
づ
k
a
r
f
i
r
d
h
S
n
g
a
-
b
h
a
g
i
n
-
1
)
、
か
の
サ

テ
ィ
ー
を
こ
そ
へ
　
常
に
満
悦
さ
せ
る
べ
き
で
あ
る
。
」
　
(
二
・
二
・
三
T
・
七
)

六
　
本
書
二
・
五
・
四
九
二
七
に
　
「
半
女
性
神
」
　
(
a
r
d
h
a
n
a
r
-
 
1
仙
v
a
r
a
)
　
と
い
う

言
葉
が
あ
る
。
こ
れ
は
へ
　
ア
ス
ラ
の
ア
ン
ダ
ハ
カ
(
A
n
d
h
a
k
a
)
が
観
じ
た
シ
ヴ

ァ
の
1
〇
八
相
の
1
　
つ
と
し
て
出
て
-
る
も
の
で
あ
る
。

七
　
「
さ
て
彼
女
は
'
自
分
の
夫
で
あ
り
'
大
き
な
好
奇
心
に
駆
ら
れ
た
、
卓
越



せ
る
主
人
シ
ャ
ン
カ
ラ
の
目
の
合
図
を
悟
っ
た
。
そ
こ
で
、
全
知
者
の
半
身
を

も
つ
彼
女
(
s
a
r
v
a
i
n
S
r
d
h
a
-
s
a
r
l
r
i
m
)
は
、
そ
の
合
図
を
了
別
L
へ
　
か
の
二
人

を
壇
で
同
時
に
打
っ
た
。
」
　
　
　
　
　
　
　
(
二
・
五
・
五
九
・
二
三
-
二
四
)

こ
こ
で
「
全
知
者
」
と
は
シ
ヴ
ァ
で
あ
り
、
「
彼
女
」
と
は
パ
ー
ル
ヴ
ァ
テ
ィ
1

で
あ
る
。
従
っ
て
へ
　
こ
の
文
は
'
シ
ヴ
ァ
I
が
シ
ヴ
ァ
を
半
身
に
持
つ
両
性
具
有

の
女
神
で
あ
る
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
次
に
へ
　
こ
の
前
後
の
話
を
簡
単
に
述
べ

て
お
こ
う
。

あ
る
時
へ
　
パ
ー
ル
ヴ
ァ
テ
ィ
ー
が
シ
ヴ
ァ
と
壇
遊
び
に
興
じ
て
い
る
と
、
彼

ダ
イ
ト
ヤ

女
を
連
れ
去
ろ
う
と
し
て
二
匹
の
悪
鬼
が
空
中
か
ら
降
り
て
-
る
。
そ
れ
と
知

っ
た
シ
ヴ
ァ
は
彼
女
に
目
で
合
図
を
送
り
、
彼
等
が
家
来
で
は
な
-
て
悪
鬼
で

あ
る
こ
と
を
知
ら
せ
る
.
そ
の
合
図
の
意
味
を
了
解
し
た
彼
女
は
'
畦
を
放
っ

て
彼
等
二
匹
を
同
時
に
打
ち
落
す
。
す
る
と
へ
　
そ
の
壇
は
リ
ン
ガ
に
変
じ
、
堪

自
在
神
　
(
k
a
n
d
u
k
e
s
v
a
r
a
)
　
と
し
て
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

八
　
本
書
の
第
三
集
『
百
ル
ド
ラ
本
集
』
　
の
第
三
章
は
「
半
陰
陽
と
し
て
シ
ヴ
ァ

の
降
現
」
.
s
i
v
a
s
y
S
r
d
h
a
n
a
r
-
i
-
n
a
r
S
v
a
t
a
r
a
-
v
a
r
n
a
n
a
)
と
い
う
題
名
で
、
こ
の

6

章
の
中
に
「
半
陰
陽
」
と
い
う
言
葉
が
三
度
ほ
ど
現
れ
る
6
.
そ
し
て
何
れ
も
シ
ヴ

ァ
神
を
指
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、
本
章
の
梗
概
を
次
に
示
そ
う
。

シ
ヴ
ァ
か
ら
創
造
の
仕
事
を
委
ね
ら
れ
た
楽
天
は
生
類
(
p
r
a
i
抑
)
を
造
出
す

る
。
と
こ
ろ
が
、
造
出
さ
れ
た
生
類
に
は
女
性
が
い
な
か
っ
た
の
で
'
彼
等
は

自
分
達
だ
け
で
子
孫
を
産
み
出
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
そ
れ
で
生
類
が
思

う
よ
う
に
増
殖
し
な
い
こ
と
に
悩
ん
だ
楽
天
は
'
最
高
の
シ
ャ
ク
テ
ィ
で
あ
る

タ

パ

ス

シ
ヴ
ァ
I
と
結
合
し
た
シ
ヴ
ァ
神
を
念
じ
っ
～
、
大
い
な
る
苦
行
を
行
ず
る
。

こ
の
タ
パ
ス
に
満
足
し
楽
天
の
悩
み
を
知
っ
た
シ
ヴ
ァ
は
'
半
陰
陽
の
姿
を
焚

天
の
前
に
現
わ
し
、
自
分
の
身
体
の
一
都
か
ら
女
神
シ
ヴ
ァ
I
を
分
離
す
る

(
p
r
t
h
a
k
c
a
k
a
r
a
v
a
p
u
仰
O
b
h
a
g
a
d
d
e
v
i
m
s
i
v
抑
m
s
i
v
a
h
)
c
分
出
さ
れ

た
シ
ヴ
ァ
I
を
見
て
楽
天
は
、
彼
女
に
礼
拝
し
、
お
よ
そ
次
の
よ
う
に
懇
願
す

B
S
S

る
。
《
私
は
神
々
達
を
意
志
だ
け
で
造
出
し
ま
し
た
が
、
彼
等
は
自
分
達
だ
け
で

は
増
殖
し
ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら
は
男
女
の
結
合
に
よ
る
造
出
を
行
っ
て

(
m
i
t
h
u
n
a
-
p
r
a
b
h
a
v
a
m
e
v
a
k
r
t
v
a
s
r
浩
i
m
)
、
す
べ
て
の
生
類
を
増
殖
さ

せ
た
い
の
で
す
。
と
こ
ろ
が
へ
　
貴
女
は
こ
れ
ま
で
女
性
族
を
造
出
し
ま
せ
ん
で

し
た
か
ら
、
私
に
は
女
性
族
も
シ
ャ
ク
テ
ィ
も
あ
り
ま
せ
ん
。
シ
ャ
ク
テ
ィ
は

貴
女
か
ら
の
み
生
ず
る
の
で
す
。
ど
う
か
女
性
族
を
生
み
出
す
た
め
に
私
に
シ

ャ
ク
テ
ィ
を
与
え
て
-
だ
さ
い
。
そ
の
た
め
に
へ
私
の
息
子
ダ
ク
シ
ャ
(
D
a
k
s
a
)

の
娘
と
し
て
生
れ
て
-
だ
さ
い
》
と
。
こ
れ
を
聞
い
た
シ
ヴ
ァ
-
即
ち
シ
ャ
ク

テ
ィ
は
へ
　
そ
の
眉
間
か
ら
自
分
と
同
じ
光
明
を
も
つ
、
も
う
一
人
の
シ
ャ
ク
チ

ィ
を
発
出
す
る
。
そ
し
て
、
こ
の
シ
ャ
ク
テ
ィ
が
シ
ヴ
ァ
の
勧
め
に
よ
り
ダ
ク

シ
ヤ
ク
テ
イ

シ
ャ
の
娘
と
な
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
焚
天
に
無
比
の
威
力
を
与
え
た
シ
ヴ

ァ
I
は
、
ま
た
シ
ヴ
ァ
の
身
体
に
入
っ
て
し
ま
う
。

こ
の
話
は
、
女
性
の
起
源
お
よ
び
男
女
両
性
に
よ
る
生
類
増
殖
の
由
来
を
説
明

す
る
神
話
で
あ
る
。
そ
し
て
結
局
、
そ
れ
ら
の
究
極
の
根
源
を
シ
ヴ
ァ
の
両
性
具

7

有
に
帰
し
、
シ
ヴ
ァ
神
の
全
一
性
を
強
調
し
て
い
る
の
で
あ
る
5
.
な
お
へ
　
こ
れ
と

同
類
の
物
語
は
資
料
一
四
に
も
存
し
、
ま
た
焚
天
に
よ
る
創
造
の
場
面
で
両
性
具

有
の
シ
ヴ
ァ
が
出
て
-
る
と
こ
ろ
は
前
記
の
資
料
[
と
も
共
通
し
て
い
る
.

3)

九
　
「
左
の
部
分
が
　
(
ヒ
マ
ラ
ヤ
)
　
山
の
娘
で
あ
る
汝
に
帰
命
す
る
　
(
n
a
m
a
s

t
e
'
s
t
u
v
a
m
s
n
g
a
r
g
i
r
i
j
a
y
a
)
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(
三
・
四
l
・
三
六
)

こ
の
　
「
汝
」
　
は
勿
論
シ
ヴ
ァ
で
あ
る
。
ま
た
「
左
の
部
分
が
山
の
娘
で
あ
る
」

滋
賀
医
科
大
学
基
礎
学
研
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両
性
具
有
の
シ
ヴ
ァ
と
シ
ヴ
ァ
-
(
神
舘
)

と
い
う
表
現
が
(
パ
ー
ル
ヴ
ァ
テ
ィ
ー
を
左
半
身
と
す
る
も
の
)
　
の
意
味
で
あ
る

こ
と
は
'
改
め
て
言
う
迄
も
な
い
。

T
 
O
　
「
そ
の
う
　
半
身
が
　
(
ヒ
マ
ラ
ヤ
)
　
山
の
娘
の
姿
を
し
て
い
る
光
輝
に
'
常

に
帰
命
す
る
。
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(
四
・
一
・
一
)

こ
の
「
光
輝
」
　
は
シ
ヴ
ァ
神
を
指
す
。
右
の
原
文
は
左
の
如
-
で
あ
る
。

t
a
s
m
a
i
s
a
i
l
a
-
s
u
t
琵
j
i
t
a
r
d
h
a
-
v
a
p
u
s
e
s
a
抑
v
a
n
n
a
m
a
s
t
e
j
a
s
e

一
一
　
「
心
を
集
中
し
て
、
オ
ー
ム
字
を
、
太
陽
の
円
輪
中
に
あ
っ
て
1
切
の
光

15U

明
か
ら
成
り
、
不
可
思
議
な
徳
を
具
え
へ
一
切
の
装
飾
で
飾
ら
れ
'
八
腎
、
四

c
r
.

面
で
、
半
分
は
女
性
か
ら
成
る
(
a
r
d
h
a
-
n
a
r
1
-
m
a
y
a
)
　
玄
妙
で
最
高
の
自
在

神
で
あ
る
と
念
じ
っ
つ
-
-
。
」
　
　
　
　
　
　
　
　
(
六
・
四
・
二
九
-
三
一
)

こ
こ
で
は
'
両
性
具
有
の
自
在
神
が
　
「
四
面
」
と
さ
れ
て
お
り
、
一
見
し
た
と

プ
ラ
フ
マ
-

こ
ろ
楽
天
を
指
し
て
い
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
場
合
は
シ
ヴ
ァ
神

を
指
す
も
の
と
見
る
べ
き
で
あ
る
。
理
由
は
次
の
四
つ
で
あ
る
。
0
へ
　
こ
の
第
四

章
で
思
念
の
対
象
と
さ
れ
て
い
る
の
は
シ
ヴ
ァ
神
の
み
で
あ
り
、
他
の
神
へ
の
言

9

及
は
な
い
0
'
シ
ヴ
ァ
も
焚
天
も
共
に
五
面
と
さ
れ
て
い
る
場
合
が
あ
る
か
ら
¶

あ
ま
り
面
の
数
に
拘
泥
す
る
必
要
は
な
い
0
日
、
現
に
シ
ヴ
ァ
を
四
面
と
す
る
例

が
資
料
〓
[
と
一
七
に
見
ら
れ
る
し
、
シ
ヴ
ァ
の
千
名
の
中
に
も
「
四
面
」
(
c
a
t
u
r
-

m
u
k
h
a
)
　
が
出
て
-
る
　
(
四
・
三
五
・
一
〇
九
)
。
佃
、
右
の
文
で
は
四
面
の
最
高

神
と
聖
音
オ
ー
ム
が
等
置
さ
れ
て
い
る
が
'
1
・
1
〇
・
1
七
や
l
・
1
〇
・
三

二
等
に
於
て
、
シ
ヴ
ァ
は
聖
音
オ
ー
ム
の
こ
と
を
「
本
質
的
に
私
と
同
じ
も
の
」

(
m
a
d
-
a
t
m
a
k
a
)
と
述
べ
、
シ
ヴ
ァ
自
身
と
オ
ー
ノ
ム
と
の
等
同
関
係
を
強
調
し
て

い
る
6
.

二
一
第
六
集
・
第
六
章
の
「
布
置
」
　
(
n
y
抑
s
a
)
を
説
-
義
軌
の
中
に
'
《
マ
ン
ダ

ラ
中
の
太
陽
の
心
蓮
上
に
あ
る
掌
中
の
花
の
中
に
シ
ャ
ク
テ
ィ
を
発
現
せ
し
め
、

呪
文
を
唱
え
る
よ
う
に
》
と
い
う
趣
旨
の
一
節
が
あ
り
へ
　
そ
の
太
陽
が
'
左
半
分

は
女
性
(
v
a
m
a
r
d
h
a
-
d
a
y
i
t
a
)
で
'
四
面
・
十
二
眼
な
る
も
の
と
し
て
描
か
れ
て

い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(
六
・
六
・
二
一
-
二
四
)

と
こ
ろ
で
、
第
五
章
の
終
り
か
ら
本
章
に
か
け
て
は
、
太
陽
と
シ
ヴ
ァ
神
が
殆

ど
区
別
さ
れ
ず
に
礼
拝
の
対
象
と
さ
れ
、
両
者
は
全
-
同
一
視
さ
れ
て
い
る
。
そ

れ
故
へ
　
右
に
言
う
太
陽
も
シ
ヴ
ァ
の
こ
と
で
あ
る
と
考
え
て
よ
い
。
英
訳
者
の
哩

解
も
全
-
同
様
で
あ
る
。
(
I

二
二
　
「
こ
の
明
ら
か
に
シ
ャ
ン
カ
ラ
の
半
身
を
も
つ
女
神
(
i
y
a
m
b
h
a
g
a
v
a
t
l

s
a
k
仰
a
c
c
h
a
m
k
a
r
a
r
d
h
a
-
帥
a
r
-
1
n
m
j
へ
即
ち
、
五
面
へ
十
腎
で
'
十
五
眼
を
輝

か
せ
、
九
宝
の
冠
か
ら
立
ち
昇
る
三
日
月
に
飾
ら
れ
、
透
明
な
水
晶
の
よ
う
に

清
-
、
慈
愛
な
る
武
器
を
携
え
¶
そ
の
各
肢
体
に
首
飾
り
・
腕
釧
・
経
絡
・
鈴
・

裸
環
等
を
装
い
、
神
々
し
い
衣
服
を
着
て
、
宝
石
の
飾
り
を
付
け
た
'
す
べ
て

の
ア
ー
ト
マ
ン
に
遍
在
す
る
シ
ヴ
ァ
I
は
、
サ
ダ
ー
・
シ
ヴ
ァ
な
る
神
の
美
しトリ

い
正
妻
で
あ
り
'
世
界
の
母
(
i
a
g
a
d
-
a
m
b
a
)
'
三
者
の
産
出
者
で
あ
っ
て
'
三

グ
ナ徳
に
し
て
然
も
無
徳
、
か
つ
て
何
か
ら
も
生
じ
た
こ
と
が
な
-
ヘ
　
ヴ
ィ
シ
ュ
ヌ

や
焚
天
や
神
・
聖
仙
・
乾
達
姿
の
首
長
達
お
よ
び
人
間
に
よ
っ
て
常
に
奉
仕
さ

る
べ
き
で
あ
る
。
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(
六
・
一
三
・
五
ニ
ー
五
六
)

こ
こ
で
も
シ
ヴ
ァ
-
が
両
性
具
有
と
さ
れ
て
い
る
が
、
今
は
彼
女
を
「
世
界
の

母
」
と
呼
ん
で
い
る
点
に
注
目
し
た
い
。
何
故
な
ら
、
こ
の
言
葉
は
彼
女
の
呼
称

.J<

と
し
て
繰
り
返
し
現
れ
7
J
　
(
シ
ヴ
ァ
の
妃
=
シ
ャ
ク
テ
ィ
ー
ー
世
界
の
根
源
的
物
質

原
理
(
p
r
a
k
r
t
i
)
)
と
い
う
1
連
の
等
置
関
係
を
背
後
に
も
つ
も
の
で
7
.
～
の
よ
う

(4



な
(
世
界
の
根
源
)
と
し
て
の
彼
女
が
両
性
具
有
へ
　
つ
ま
り
シ
ヴ
ァ
神
と
合
体
し

て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
畢
責
、
超
越
的
絶
対
者
シ
ヴ
ァ
と
現
象
世
界
と
の
微
妙

な
関
係
を
象
徴
的
に
示
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

示
す
る
も
の
で
、
そ
の
観
法
の
中
で
シ
ヴ
ァ
を
両
憧
具
有
と
し
て
念
ず
る
よ
う
に

説
い
て
い
る
の
で
あ
る
。

一
四
　
第
七
集
・
前
篇
の
1
五
-
1
六
章
に
'
前
述
の
資
料
八
で
紹
介
し
た
も
の

と
同
じ
内
容
の
説
話
が
あ
り
へ
一
五
章
・
第
九
句
に
　
「
半
女
性
神
」

(
a
r
d
h
a
n
a
r
i
s
v
a
r
a
)
と
い
う
言
葉
が
出
て
-
る
。
ま
た
へ
　
そ
の
直
前
の
第
五
-

六
句
で
は
「
太
古
の
最
高
の
シ
ャ
ク
テ
ィ
」
　
に
つ
い
て
述
べ
、
こ
れ
を
「
常
に
主

宰
神
の
脇
に
あ
る
も
の
」
(
n
i
t
y
a
m
l
s
v
a
r
a
-
p
a
r
仙
v
a
-
g
a
)
と
形
容
し
て
い
る
。
そ

こ
で
、
こ
の
形
容
に
少
し
留
意
し
た
い
。
と
言
う
の
は
へ
　
こ
の
表
現
は
必
ず
し
ち

(
両
性
具
有
)
を
表
す
も
の
で
は
な
い
が
、
そ
こ
に
現
実
の
仲
睦
じ
い
理
想
的
夫

婦
像
が
投
影
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
へ
　
そ
の
直

後
に
現
れ
る
、
シ
ヴ
ァ
と
シ
ヴ
ァ
I
が
緊
密
に
1
体
化
し
た
a
r
d
h
a
n
a
r
l
s
v
a
r
a

の
姿
は
'
こ
の
よ
う
な
現
実
の
理
想
的
夫
婦
像
の
延
長
線
上
に
あ
る
も
の
と
考
え

ら
れ
る
の
で
あ
る
。

ス
ト
-
ト
ラ

一
五
　
本
書
七
・
一
五
・
三
三
に
'
讃
詞
の
名
前
と
し
て
　
「
半
女
性
神
」

(
a
r
d
h
a
n
a
n
s
v
a
r
a
)
　
が
出
て
-
る
o

T
七
　
「
そ
こ
で
最
勝
神
バ
ラ
は
、
笑
み
を
湛
え
て
女
神
を
見
や
り
、
自
ら
の
相

を
'
(
即
ち
)
げ
に
恐
ろ
し
-
、
太
陽
を
本
性
と
し
、
一
切
の
権
威
と
美
徳
を
具

ム
-
ル
テ
イ

え
へ
一
切
の
光
輝
か
ら
成
り
、
シ
ャ
ク
テ
ィ
や
変
現
像
や
ア
ン
ガ
や
遊
星
や

神
々
に
取
り
巻
か
れ
、
八
腎
、
四
面
で
、
そ
の
半
分
は
女
怪
で
あ
る

(
a
r
d
h
a
-
n
a
n
k
a
)
、
玄
妙
に
し
て
最
高
の
自
相
を
、
開
示
し
た
.
ヴ
ィ
シ
ュ
一
ヌ

を
始
め
と
す
る
神
々
は
、
こ
の
よ
う
に
し
て
、
神
は
太
陽
で
女
神
は
月
で
あ
り
、

他
の
五
原
質
(
p
a
n
c
a
-
b
h
u
t
賢
i
)
及
び
動
・
不
動
の
　
(
1
切
)
　
は
そ
れ
よ
り
成

る
も
の
で
あ
る
、
と
知
っ
て
-
-
。
」
　
　
　
(
七
・
二
・
八
・
二
七
-
三
〇
)

こ
こ
で
ま
た
我
々
は
'
「
四
面
」
の
半
女
性
神
に
出
会
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
半

女
性
神
が
シ
ヴ
ァ
で
あ
る
こ
と
は
'
文
脈
上
、
紛
う
方
な
-
明
ら
か
で
あ
る
。
そ

し
て
へ
　
こ
の
一
節
に
は
、
多
様
な
世
界
の
中
に
あ
っ
て
全
一
な
る
も
の
を
求
め
、

こ
れ
を
両
性
具
有
の
シ
ヴ
ァ
に
見
出
し
た
イ
ン
ド
的
思
惟
の
飛
跡
を
見
る
こ
と
が

で
き
る
で
あ
ろ
う
。

(5)

二
八
　
「
十
二
　
(
莱
)
　
の
中
な
る
月
の
彼
方
、
白
蓮
に
座
す
偉
大
な
神
シ
ャ
ン
カ

ラ
、
即
ち
信
者
を
慈
し
み
、
無
垢
で
'
姿
や
さ
し
-
'
透
明
な
水
晶
の
よ
う
に

清
澄
な
、
涼
や
か
に
輝
-
半
女
性
の
神
　
(
a
r
d
h
a
n
a
r
i
s
v
a
r
a
)
　
を
-
I
o
」

(
七
・
一
・
三
二
・
五
〇
-
五
一
)

こ
の
章
は
シ
ヴ
ァ
派
の
最
高
の
法
(
最
上
随
行
V
.
s
r
e
浩
h
a
r
m
浩
h
a
n
a
)
を
教

一
八
　
「
ま
ず
神
に
対
し
て
休
浴
等
の
所
作
を
行
い
、
そ
の
後
に
女
神
に
対
し
て

行
う
べ
き
で
あ
る
。
神
々
の
神
な
る
も
の
の
教
え
で
あ
る
か
ら
。
礼
拝
の
対
象

が
半
女
性
神
(
a
r
d
h
a
n
a
r
-
1
s
v
a
r
a
;
　
の
場
合
に
は
前
後
の
順
序
は
な
い
.
ど
こ

で
あ
れ
、
リ
ン
ガ
へ
の
奉
仕
や
他
の
何
ら
か
の
場
合
に
も
。
」

(
七
・
二
・
二
四
・
五
〇
I
五
一
)

こ
れ
は
シ
ヴ
ァ
に
対
す
る
礼
拝
供
養
(
p
且
a
n
a
)
を
説
-
中
に
出
て
-
る
。
従

っ
て
へ
　
こ
の
半
女
性
神
も
シ
ヴ
ァ
を
念
頭
に
置
い
て
語
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
0

滋
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両
性
具
有
の
シ
ヴ
ァ
と
シ
ヴ
ァ
-
(
神
舘
)

一
九
　
「
こ
の
よ
う
に
実
行
す
る
時
へ
　
(
そ
れ
は
)
　
シ
ヴ
ァ
の
火
と
な
る
で
あ
ろ

う
。
そ
こ
に
シ
ヴ
ァ
の
座
が
あ
る
、
と
思
念
せ
よ
。
そ
こ
に
半
女
性
神
.
a
r
-

d
h
a
n
a
n
s
v
a
r
a
)
　
の
シ
ヴ
ァ
を
勧
請
し
て
祭
儀
を
行
え
。
最
後
に
燈
明
を
撒

き
へ
　
薪
柴
の
ホ
-
マ
を
実
行
せ
よ
。
」
　
　
　
　
　
　
(
七
・
二
・
二
七
・
二
七
)

右
の
文
は
(
火
の
所
作
)
(
a
g
n
i
-
k
a
r
y
a
)
　
の
説
明
の
中
に
出
て
-
る
。
即
ち
へ

資
料
〓
ハ
や
一
八
の
場
合
と
同
様
、
実
践
的
行
法
の
中
に
両
性
具
有
神
が
現
れ
る

の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
(
行
)
　
の
面
に
も
両
性
の
シ
ヴ
ァ
が
姿
を
現
す
と
い
う

こ
と
は
、
こ
の
観
念
の
本
書
に
於
け
る
重
要
さ
を
示
す
も
の
と
言
え
る
。

る
、
(
厳
密
に
言
え
ば
言
葉
で
規
定
で
き
な
い
)
永
遠
不
変
の
実
在
の
こ
と
で
あ
る

(
四
・
二
二
・
二
参
照
)
。
そ
れ
は
'
自
ら
を
神
と
し
て
現
実
世
界
の
中
に
具
象
化

・

t

J

,

す
る
時
、
シ
ヴ
ァ
と
い
う
名
称
を
も
ち
、
同
時
に
　
(
善
き
)
特
性
を
帯
び
た
も
の

と
な
る
。
そ
の
神
が
更
に
男
・
女
の
二
様
に
な
っ
た
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の

資
料
は
、
後
に
第
三
節
・
第
三
項
で
取
り
上
げ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

さ
て
、
以
上
の
資
料
一
-
一
九
に
於
て
は
'
(
両
性
具
有
)
の
観
念
は
「
半
身
が

異
性
な
る
も
の
」
と
い
う
趣
旨
の
言
葉
で
表
さ
れ
て
い
た
。
そ
し
て
本
書
に
あ
っ

て
は
'
そ
の
よ
う
な
言
葉
が
(
両
性
具
有
)
を
表
す
代
表
的
な
も
の
で
、
出
現
回

数
も
目
立
っ
て
多
い
。
し
か
し
'
そ
の
外
の
表
現
も
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
そ
れ

を
次
に
示
そ
う
。

二
〇
　
「
シ
ヴ
ァ
は
ヨ
ー
ニ
と
リ
ン
ガ
の
自
相
に
よ
っ
て
出
生
を
定
め
る
。
}

(
I
　
　
六
・
八
六
)

二
二
　
「
た
だ
独
り
で
あ
っ
た
(
主
宰
神
)
は
'
自
分
の
意
志
で
体
を
裂
き
'
(
然

も
)
我
が
身
を
損
傷
す
る
こ
と
な
-
己
れ
の
身
体
か
ら
シ
ャ
ク
テ
ィ
を
創
出
し

た
。
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(
二
二
・
六
二
九
)

こ
の
文
だ
け
を
見
る
時
、
そ
こ
に
明
瞭
な
(
両
性
具
有
)
の
観
念
が
存
す
る
か

否
か
、
少
々
疑
問
で
あ
る
。
そ
れ
で
へ
以
上
の
諸
資
料
の
最
後
に
置
い
た
の
で
あ

る
。

(6)

シ
ヴ
ァ
ま
た
は
シ
ヴ
ァ
-
を
両
性
具
有
と
す
る
箇
所
は
、
ほ
ぼ
以
上
の
如
-
で

プ
ラ
フ
マ
-

あ
る
叩
と
こ
ろ
で
本
書
に
は
'
焚
天
の
両
性
具
有
に
つ
い
て
の
記
述
も
散
見
す

る
。
序
に
、
そ
れ
ら
も
見
て
お
-
こ
と
に
し
よ
う
。

二
T
　
　
「
そ
れ
は
独
存
の
愉
悦
に
耽
っ
て
い
た
が
、
第
二
の
も
の
を
欲
す
る
よ
う

E
!
K
!

に
な
っ
た
。
ま
さ
に
そ
の
も
の
が
、
特
性
を
帯
び
た
も
の
と
な
り
、
シ
ヴ
ァ
と

名
付
け
ら
れ
る
。
ま
さ
に
そ
の
彼
が
'
男
・
女
の
相
の
区
別
に
よ
り

(
p
u
m
-
s
t
r
-
i
-
r
u
p
a
-
b
h
e
d
a
-
t
a
s
)
へ
二
様
と
な
っ
た
。
実
に
へ
そ
の
男
性
が
シ
ヴ

ァ
と
言
わ
れ
、
女
性
が
シ
ャ
ク
テ
ィ
と
呼
ば
れ
る
。
」
　
(
四
・
二
二
・
三
-
四
)

冒
頭
の
「
そ
れ
」
と
は
'
純
粋
精
神
(
c
i
t
)
と
歓
喜
(
抑
n
a
n
d
a
)
を
本
質
と
す

二
三
　
「
そ
こ
で
ま
た
私
は
'
実
に
(
私
の
中
に
)
内
在
す
る
シ
ヴ
ァ
に
衝
き
動
か
さ

れ
て
自
分
の
身
体
を
二
分
し
、
そ
し
て
二
つ
の
相
を
も
つ
も
の
(
d
v
i
-
r
u
p
a
)
と

な
っ
た
。
牟
尼
よ
。
何
時
も
半
分
は
女
(
n
a
r
i
)
で
、
半
分
は
男
(
p
u
r
u
仰
a
)
と
し

て

。

牟

尼

よ

。

」

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

(

二

・

　

1

-

1

六

・

1

0

-

1

　

1

)

右
の
「
私
」
と
は
楽
天
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
こ
の
箇
所
は
楽
天
を
両
性
具
有
と

す
る
例
の
一
つ
で
あ
る
。
但
し
へ
　
こ
こ
で
注
意
す
べ
き
は
、
楽
天
の
両
性
具
有
を

現
成
せ
し
め
た
根
源
的
存
在
と
し
て
'
内
在
す
る
シ
ヴ
ァ
が
あ
っ
た
こ
と
を
明
示



し
て
い
る
点
で
あ
る
。

と
て
も
第
一
義
的
意
味
を
も
ち
得
な
い
の
で
あ
る
。

二
四
　
「
創
出
さ
れ
た
生
類
が
増
殖
し
な
か
っ
た
の
で
、
そ
の
時
、
自
分
の
身
体

を
二
分
し
て
、
ま
さ
し
-
男
と
女
と
に
な
っ
た
。
}
　
(
五
・
二
九
・
二
四
)

こ
の
第
二
九
章
の
主
題
が
　
「
焚
天
に
よ
る
創
造
」
　
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
見
て
、

主
語
は
恐
ら
-
焚
天
で
あ
ろ
う
。
す
る
と
へ
　
こ
の
記
述
は
前
出
の
資
料
八
と
一
四

で
見
た
(
焚
天
に
よ
る
生
類
創
造
)
の
挿
話
を
背
景
と
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

従
っ
て
、
こ
の
場
合
に
も
、
焚
天
の
両
性
具
有
は
シ
ヴ
ァ
を
根
拠
と
し
て
い
る
わ

け
で
あ
る
。

二
五
　
資
料
八
と
一
四
の
項
で
見
た
よ
う
に
、
第
七
集
・
前
篇
の
一
五
-
一
六
章

は
'
焚
天
が
、
両
性
具
有
の
姿
で
現
れ
た
シ
ヴ
ァ
か
ら
シ
ャ
ク
テ
ィ
を
与
え
ら
れ

る
話
を
主
題
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
へ
　
続
-
一
七
章
の
始
め
に
そ
の
後
自
評
が
出

て
-
る
。
そ
の
要
旨
は
次
の
如
-
で
あ
る
。

シ
ヴ
ァ
か
ら
シ
ャ
ク
テ
ィ
を
与
え
ら
れ
た
焚
天
は
、
そ
の
結
果
へ
　
自
分
も
ま

た
半
身
は
男
で
他
の
半
身
は
女
と
な
り
、
ま
ず
一
対
の
男
女
を
生
ん
だ
。
そ
の

男
子
が
ヴ
ィ
ラ
-
ジ
ュ
　
(
V
i
r
a
i
)
　
即
ち
ス
ヴ
ァ
-
ヤ
ン
ブ
フ
ヴ
ァ
・
マ
ヌ

(
S
v
a
y
a
m
b
h
u
v
a
ヴ
M
a
n
u
h
)
で
あ
り
、
女
子
が
シ
ャ
タ
ル
ー
バ
ー
(
S
a
t
a
-

r
u
p
a
)
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
両
者
が
夫
婦
と
な
っ
て
二
男
二
女
を
得
た
刊

こ
う
し
て
楽
天
は
、
男
女
両
性
の
結
合
に
よ
る
生
類
の
増
殖
を
果
す
こ
と
が
で

き
た
o
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(
七
・
　
1
　
・
　
]
七
・
1
I
六
)

こ
こ
で
も
前
の
二
例
と
同
様
に
、
焚
天
を
両
性
具
有
と
し
て
い
る
。
然
も
へ
　
焚

天
の
両
性
具
有
が
シ
ヴ
ァ
の
両
性
具
有
に
依
存
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
、
一
層

は
っ
き
り
と
述
べ
て
い
る
.
だ
か
ら
、
本
書
に
於
け
る
焚
天
の
両
性
具
有
像
は
、

こ
の
ほ
か
本
書
に
は
、
一
見
(
両
性
具
有
)
の
こ
と
を
述
べ
て
い
る
よ
う
で
、

実
は
必
L
も
そ
う
と
は
言
え
な
い
箇
所
が
あ
る
。
そ
れ
を
最
後
に
挙
げ
よ
う
。

ア

-

カ

-

ラ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ア

-

ク

リ

テ

イ

二
六
　
「
私
は
'
あ
る
時
は
女
性
の
相
で
あ
り
'
あ
る
時
は
男
性
の
形
で
あ

ア
ー
カ
ー
ラ

り
'
あ
る
時
は
両
方
の
相
で
あ
る
。
(
即
ち
)
　
1
切
を
相
と
す
る
女
神
な
の
で

あ
る
。
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(
五
・
四
九
二
二
〇
)

こ
の
　
「
私
」
は
'
シ
ヴ
ァ
の
妃
ウ
マ
I
で
あ
る
。
従
っ
て
、
こ
の
箇
所
は
シ
ヴ

ァ
I
を
両
性
具
有
と
す
る
一
例
の
よ
う
に
見
え
る
。
し
か
し
、
こ
こ
で
ウ
マ
I
は

変
現
自
在
な
自
己
の
力
を
誇
示
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
特
に
自
分
が
男
女
両
性
の

合
体
で
あ
る
こ
と
を
言
お
う
と
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
何
れ
に
せ
よ
ち

本
旨
が
暖
味
な
文
で
あ
る
。

(7

二
七
　
五
二
二
六
・
二
一
-
二
二
に
'
マ
ヌ
の
後
脊
ス
デ
ィ
ユ
ム
ナ
(
S
u
d
y
u
ヨ
n
a
)

は
女
性
と
男
性
を
特
相
と
す
る
も
の
　
(
s
t
r
叫
-
p
u
m
s
o
r
l
a
k
s
a
n
a
h
)
　
で
あ
っ
た
t

タ

パ

ス

と
い
う
記
事
が
あ
る
。
し
か
し
'
彼
は
本
来
、
マ
ヌ
の
苦
行
に
よ
っ
て
ミ
ト
ラ
と

ヴ
ァ
ル
ナ
の
1
部
か
ら
生
れ
た
イ
ラ
ー
(
I
l
a
)
と
い
う
女
性
で
'
息
子
ブ
ル
ー
ラ

ヴ
ァ
ス
を
産
ん
だ
後
へ
　
シ
ヴ
ァ
の
恩
寵
に
よ
っ
て
男
性
の
ス
デ
ィ
ユ
ム
ナ
と
な
っ

た
の
で
あ
る
　
(
三
-
1
六
個
参
照
)
。
そ
れ
故
、
こ
の
話
は
、
(
両
性
具
有
)
と
い

う
よ
り
寧
ろ
(
変
成
男
子
)
　
の
一
例
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

滋
賀
医
科
大
学
基
礎
学
研
究
第
一
号
(
一
九
九
〇
年
)



両
性
具
有
の
シ
ヴ
ァ
と
シ
ヴ
ァ
-
(
神
舘
)

第
二
節
　
〈
両
性
具
有
)
管
見

『
シ
ヴ
ァ
・
プ
ラ
ー
ナ
』
　
に
於
け
る
両
性
具
有
像
に
つ
い
て
考
え
る
前
に
へ
　
こ

こ
で
(
両
性
具
有
)
一
般
の
概
観
を
試
み
て
お
き
た
い
。

抑
々
八
両
怪
具
有
)
を
意
味
す
る
代
表
的
な
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
語
、
た
と
え
ば
へ

英
語
の
a
n
d
r
o
g
y
n
e
や
ド
イ
ツ
語
の
A
ロ
d
r
o
g
y
m
e
な
ど
は
'
古
代
ギ
リ
シ
ャ
語

の
a
n
d
r
o
g
y
n
o
s
に
由
来
す
る
。
そ
し
て
へ
　
こ
の
語
は
ま
た
、
(
男
)
を
意
味
す
る

a
n
e
r
と
八
女
)
を
意
味
す
る
g
y
n
e
と
の
合
成
語
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
へ
　
こ
の

a
n
d
r
o
g
y
n
o
s
と
い
う
言
葉
を
聞
-
時
、
先
ず
我
々
の
脳
裏
に
浮
ぶ
の
は
、
プ
ラ
ト

ン
の
　
『
饗
宴
』
　
の
中
で
ア
リ
ス
ト
プ
ハ
ネ
ス
が
語
る
話
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
に
次
の

よ
う
な
趣
意
の
所
論
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

原
始
時
代
の
人
間
に
は
、
男
性
と
女
性
の
ほ
か
へ
　
男
女
両
性
が
一
体
と
な
っ

た
第
三
の
性
を
も
つ
者
が
あ
っ
た
。
そ
し
て
人
間
は
、
す
べ
て
現
在
の
人
間
二

人
が
背
中
合
せ
に
一
つ
と
な
っ
た
形
で
球
体
を
な
し
て
お
り
へ
　
手
足
は
夫
々
四

本
、
耳
も
四
つ
へ
　
顔
は
二
つ
と
い
う
具
合
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
へ
　
こ
の
人
聞

達
が
強
力
と
な
り
神
に
挑
戦
す
る
に
至
っ
た
の
で
'
ゼ
ウ
ス
は
怒
っ
て
'
人
間

の
力
を
弱
め
る
た
め
に
彼
等
の
身
体
を
両
断
し
た
。
こ
う
し
て
二
分
さ
れ
た
人

間
達
は
、
以
後
へ
　
互
い
に
他
の
半
身
を
求
め
合
う
よ
う
に
な
っ
た
。
彼
等
の
中
、

も
と
男
性
で
あ
っ
た
者
は
欠
け
た
半
分
に
男
性
を
求
め
へ
　
女
性
だ
っ
た
者
は
女

性
を
求
め
合
う
が
、
第
三
の
両
性
者
の
場
合
へ
　
分
か
れ
た
1
対
の
男
女
は
互
い

に
異
性
に
憧
れ
、
異
性
を
愛
し
求
め
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
叩

右
の
話
に
出
て
-
る
第
三
の
性
を
も
つ
者
が
即
ち
ア
ン
ド
ロ
ギ
ユ
ノ
ス
　
(
a
n
-

d
r
o
g
y
n
o
s
)
　
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
こ
の
よ
う
な
両
性
具
有
像
の
特
徴
と
し
て

は
'
当
面
へ
次
の
二
点
が
指
摘
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
二
点
と
は
'
0
、
八
両
性

具
有
)
が
人
間
の
レ
ヴ
エ
ル
で
把
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
0
へ
　
こ
の
像
を
人
間
の

異
性
間
に
於
け
る
求
愛
の
完
成
と
い
う
点
に
位
置
づ
け
得
る
こ
と
へ
　
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
a
n
d
r
o
g
y
n
o
s
と
同
様
に
(
両
性
具
有
)
を
意
味
し
t
等
し
-
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
諸
語
の
源
と
な
っ
た
言
葉
に
h
e
r
m
a
p
h
r
o
d
i
t
o
s
が
あ
る
。
こ
の
語
も

H
e
r
m
e
s
と
A
p
h
r
o
d
i
t
e
と
の
合
成
語
で
あ
る
が
'
a
n
d
r
o
g
y
n
o
s
と
違
っ
て
元

来
は
国
有
名
詞
で
あ
り
'
男
神
へ
ル
メ
-
ス
と
女
神
ア
プ
ロ
デ
ィ
テ
-
と
の
間
に

生
れ
た
男
の
子
を
指
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
子
供
が
両
性
具
有
と
さ
れ
る
に
至
っ

た
経
緯
は
審
ら
か
で
な
い
が
、
西
暦
紀
元
前
後
の
ロ
ー
マ
の
詩
人
オ
ヴ
イ
デ
ィ
ウ

ス
(
O
v
i
d
i
u
s
)
は
へ
　
そ
の
『
変
身
物
語
』
　
(
第
四
巻
)
の
中
で
《
水
の
精
サ
ル
マ
キ

ス
は
、
泉
に
入
っ
た
一
五
歳
の
少
年
へ
ル
マ
プ
ロ
デ
ィ
ト
ウ
ス
を
見
て
恋
慕
し
、

逃
げ
よ
う
と
す
る
彼
に
抱
き
つ
き
な
が
ら
永
遠
に
彼
を
自
分
か
ら
引
き
離
さ
な
い

よ
う
に
と
神
々
に
願
う
。
あ
わ
れ
に
思
っ
た
神
々
は
彼
女
の
願
い
を
聞
き
と
ど
け

る
。
そ
の
結
果
、
サ
ル
マ
キ
ス
と
ヘ
ル
マ
プ
ロ
デ
ィ
ト
ゥ
ス
は
合
し
て
一
つ
に
な

り
、
男
女
ど
ち
ら
で
も
な
-
、
ど
ち
ら
で
も
あ
る
へ
　
と
い
う
ふ
う
に
な
っ
た
》
と

い
う
話
を
伝
え
て
い
る
F
そ
れ
は
と
も
か
-
、
ヘ
ル
マ
プ
ロ
デ
ィ
ト
ス
は
神
話
に

登
場
す
る
神
的
存
在
で
あ
る
が
、
彼
が
低
位
の
神
で
極
め
て
人
間
的
に
把
え
ら
れ

f
i

て
い
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
6
1
で
あ
る
か
ら
へ
人
間
の
レ
ヴ
エ
ル
に
於
け
る
愛

の
完
成
の
具
現
像
と
い
う
意
味
で
へ
　
こ
の
ヘ
ル
マ
プ
ロ
デ
ィ
ト
ス
と
　
『
饗
宴
』
　
の

ア
ン
ド
ロ
ギ
ユ
ノ
ス
と
は
同
類
で
あ
り
、
両
者
を
同
じ
範
噂
に
入
れ
る
こ
と
が
で

き
る
。
そ
こ
で
、
こ
の
種
の
両
性
具
有
像
を
暫
-
ヘ
ル
マ
プ
ロ
デ
ィ
ト
ス
型
と
呼

ぶ
こ
と
に
す
る
。

と
こ
ろ
が
へ
　
他
方
に
、
こ
れ
と
異
な
る
両
性
具
有
像
が
存
し
、
そ
の
典
型
的
な

例
を
　
『
ヘ
ル
メ
ス
文
書
』
　
の
中
に
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
即
ち
へ
　
そ
の
第
一
集
へ

通
称
『
ポ
イ
マ
ン
ド
レ
ー
ス
』
　
(
P
o
i
m
a
n
d
r
e
s
)
　
の
ニ
ー
九
は
、
神
で
あ
り
絶
対

8)



f

-

I

'

の
叡
知
で
も
あ
る
ポ
イ
マ
ン
ド
レ
ー
ス
を
男
女
両
性
(
a
r
r
e
n
o
t
h
e
l
y
s
)
で
あ
る
と

酎
一

し
7
.
7
」
れ
に
つ
い
て
『
ア
ス
ク
レ
ピ
ウ
ス
』
(
A
s
c
l
e
p
i
u
s
)
二
〇
で
は
、
「
そ
れ
で

彼
(
-
棉
)
は
、
全
一
な
る
も
の
と
し
て
、
両
性
の
豊
儀
の
故
に
(
u
t
r
a
q
u
e
s
e
x
u
s

s
a
x

f
e
c
u
n
d
i
t
a
t
e
)
こ
の
上
な
-
充
実
し
て
お
り
、
常
に
自
ら
の
意
志
で
身
寵
も
り
つ

心M
し

つ
'
産
ま
ん
と
欲
す
る
も
の
を
常
に
産
み
出
し
て
い
る
。
」
と
述
べ
て
い
る
。
言
ラ

迄
も
な
い
が
、
こ
こ
で
神
を
両
性
具
有
と
し
た
の
は
、
両
性
に
よ
る
生
殖
と
い
う

事
実
に
依
拠
し
な
が
ら
、
然
も
同
時
に
、
創
造
に
関
わ
る
一
切
を
全
に
し
て
一
な

る
神
の
中
に
見
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
　
『
ポ
イ
マ
ン
ド
レ
ー
ス
』
五
-
八
に

フ

ユ

シ

ス

　

°

は
'
《
光
な
る
神
か
ら
出
た
神
の
子
ロ
ゴ
ス
が
、
神
の
意
志
に
由
来
す
る
原
質
に
莱

る
こ
と
に
よ
っ
て
(
傍
点
筆
者
)
、
原
質
か
ら
火
へ
空
気
へ
水
、
地
の
四
原
索
が
発
出

し
た
》
と
い
う
趣
旨
の
所
説
が
あ
る
。
こ
の
ロ
ゴ
ス
が
男
性
原
理
と
し
て
'
フ
ユ

伽

シ
ス
が
女
性
原
理
と
し
て
把
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
'
明
白
で
あ
る
。
だ
か
ら
'

ロ

ゴ

ス

　

フ

ユ

シ

ス

絶
対
神
を
両
性
具
有
と
見
た
て
た
思
弁
に
は
(
精
神
と
自
然
の
全
統
一
体
と
し
て

の
創
造
神
)
と
い
う
観
念
が
溶
け
込
ん
で
い
る
へ
　
と
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
の
よ
う
に
、
『
ヘ
ル
メ
ス
文
書
』
に
於
け
る
(
両
性
具
有
)
は
、
万
物
を
創
造
す

る
神
の
秘
義
に
関
わ
っ
て
お
り
へ
宇
宙
論
的
レ
ヴ
エ
ル
で
把
え
ら
る
べ
き
一
種
の

神
学
的
概
念
で
あ
る
。
従
っ
て
へ
　
人
間
界
で
見
ら
れ
る
男
女
間
の
究
極
的
な
愛
の

具
現
像
と
い
っ
た
趣
は
'
こ
こ
で
は
全
-
消
え
て
い
る
。
そ
の
意
味
で
、
『
ヘ
ル
メ

ス
文
書
』
　
の
両
性
具
有
像
は
、
先
に
述
べ
た
ヘ
ル
マ
プ
ロ
デ
ィ
ト
ス
型
の
両
性
具

有
像
と
対
照
的
で
あ
る
。
そ
こ
で
へ
　
こ
の
よ
う
な
'
宇
宙
論
的
レ
ヴ
エ
ル
に
於
汁

る
神
学
的
観
念
を
表
す
両
憧
具
有
像
を
、
暫
-
ポ
イ
マ
ン
ド
レ
ー
ス
型
と
呼
び
た

H
し

い
と
思
う
。

第
三
節
　
　
考

既
に
第
1
節
「
資
料
篇
」
に
於
て
見
た
よ
う
に
'
『
シ
ヴ
ァ
・
プ
ラ
ー
ナ
』
　
に
現

れ
る
中
心
的
な
両
性
具
有
者
は
シ
ヴ
ァ
と
シ
ヴ
ァ
-
で
あ
り
、
時
た
ま
両
性
具
有

の
姿
を
見
せ
る
焚
天
は
彼
等
の
影
の
如
き
存
在
で
し
か
な
い
。
そ
れ
故
、
本
節
で

は
、
シ
ヴ
ァ
と
シ
ヴ
ァ
-
の
両
者
に
つ
い
て
、
そ
の
(
両
性
具
有
)
が
も
つ
特
色

を
考
え
る
こ
と
に
な
る
。
以
下
へ
　
本
節
を
四
項
に
分
け
て
考
察
を
進
め
よ
う
と
忠

!
H一

先
ず
最
初
に
注
目
さ
せ
ら
れ
る
の
は
、
本
書
の
両
性
具
有
像
が
、
男
性
と

女
性
と
が
半
身
づ
つ
を
分
有
し
合
う
と
い
う
姿
で
表
さ
れ
て
お
り
、
然
も
、
そ
の

二
つ
の
半
身
が
正
当
な
夫
妻
の
関
係
に
あ
る
　
(
資
料
二
二
参
照
)
　
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
こ
の
よ
う
な
'
夫
婦
が
互
い
に
相
手
と
半
身
を
分
け
合
う
姿
は
、
ま
さ
し

-
夫
婦
愛
の
極
致
を
現
す
も
の
で
へ
　
そ
の
こ
と
は
資
料
一
E
t
の
項
で
も
述
べ
た
。

そ
の
外
、
本
書
で
は
全
篇
に
わ
た
っ
て
両
神
の
緊
密
な
愛
の
情
景
が
描
か
れ
て
い

珊

~

　

　

　

　

　

　

　

　

ア

ル

ダ

ナ

ー

リ

ー

シ

ユ

ヴ

ア

ラ

る
6
,
そ
の
た
め
に
我
々
は
へ
へ
半
女
性
神
)
が
両
神
の
愛
の
具
現
で
あ
る
こ
と

を
'
何
の
席
槽
も
な
-
素
直
に
受
け
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
イ
ン
ド
に

は
シ
ヴ
ァ
と
パ
ー
ル
ヴ
ァ
テ
ィ
ー
の
ミ
ト
ウ
ナ
像
が
数
多
-
存
す
る
が
7
.
こ
れ
は

二
神
の
愛
の
交
歓
を
具
体
的
に
表
現
し
た
も
の
で
あ
る
。
す
る
と
、
(
半
女
性
神
)

と
は
'
学
者
の
指
摘
に
も
あ
る
よ
う
に
、
こ
の
よ
う
な
両
神
の
一
体
化
を
t
　
よ
り

完
全
に
且
つ
象
徴
的
な
表
わ
し
た
も
の
へ
と
い
う
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
6
,
あ
る

い
は
へ
　
そ
こ
に
人
間
世
界
に
於
け
る
究
極
的
な
愛
の
姿
が
投
影
さ
れ
て
い
る
、
と

言
っ
て
も
よ
い
。
こ
の
意
味
で
、
本
書
の
両
性
具
有
像
は
人
間
的
レ
ヴ
エ
ル
に
於

て
把
え
ら
れ
て
お
り
へ
　
従
っ
て
前
述
の
へ
ル
マ
プ
ロ
デ
ィ
ト
ス
型
に
適
合
す
る
面

を
も
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

(9)

滋
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両
性
具
有
の
シ
ヴ
ァ
と
シ
ヴ
ァ
-
(
神
舘
)

な
お
、
こ
こ
で
改
め
て
注
意
し
た
い
の
は
、
右
の
よ
う
な
'
理
想
的
夫
婦
愛
の

極
致
と
し
て
の
両
性
具
有
像
は
、
第
二
節
で
取
り
上
げ
た
　
『
饗
宴
』
へ
　
『
変
身
物

語
』
へ
　
『
ヘ
ル
メ
ス
文
書
』
　
の
何
れ
に
も
見
あ
た
ら
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
点
は
'
本
書
の
両
性
具
有
像
が
も
つ
顕
著
な
特
色
の
1
　
つ
で
あ
る
。

二
　
次
に
目
を
向
け
た
い
の
は
、
シ
ヴ
ァ
神
が
究
極
的
に
は
一
切
の
表
現
を
拒

否
す
る
超
越
的
絶
対
者
で
あ
り
「
パ
ー
ル
ヴ
ァ
テ
ィ
ー
即
ち
シ
ャ
ク
テ
ィ
が
始
源

nHHHl

的
物
質
原
理
(
p
r
a
k
r
t
i
)
を
表
し
て
い
る
P
と
い
う
点
で
あ
る
.
何
故
な
ら
、
こ

の
よ
う
な
二
神
が
各
自
の
半
身
を
分
有
し
な
が
ら
合
体
し
て
い
る
両
性
具
有
像
は
、

超
越
的
絶
対
者
と
事
実
世
界
と
の
不
即
不
離
の
関
係
を
表
示
し
て
い
る
、
と
考
え

ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
当
然
の
こ
と
な
が
ら
シ
ヴ
ァ
は
'
一
切
を
超
越
す
る
絶
対

者
で
あ
る
限
り
、
変
化
す
る
現
実
の
世
界
に
は
全
-
関
ら
ず
'
自
ら
も
ま
た
永
遠

不
変
の
存
在
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
F
し
か
し
他
方
、
現
実
世
界
が
、
シ
ヴ
ァ
を

離
れ
た
独
立
の
存
在
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
'
シ
ヴ
ァ
の
全
一
怪
が
否
定

さ
れ
て
し
ま
う
。
そ
こ
で
へ
こ
の
間
題
は
'
(
事
実
世
界
を
産
み
出
す
根
源
を
女
性

原
理
シ
ャ
ク
テ
ィ
に
求
め
、
彼
女
を
シ
ヴ
ァ
と
不
即
不
離
の
関
係
に
置
-
こ
と
)

に
よ
っ
て
へ
　
そ
の
解
決
が
図
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
う
し
て
シ
ヴ
ァ
は
、
シ
ャ

ク
テ
ィ
と
の
不
即
不
離
の
関
係
に
よ
り
へ
一
方
で
は
現
実
世
界
を
超
越
し
た
絶
対

者
の
地
位
を
維
持
し
な
が
ら
へ
　
同
時
に
他
方
で
は
、
万
物
を
包
臓
す
る
唯
一
者
た

り
得
て
い
る
の
で
あ
る
。
言
い
換
え
れ
ば
'
シ
ヴ
ァ
の
(
超
越
)
と
(
内
在
)
と

が
同
時
に
成
り
立
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
次
に
引
-
一
文
は
、
こ
の
間
の
事
情
を
'

よ
-
伝
え
て
-
れ
る
で
あ
ろ
う
。

「
常
に
彼
　
(
=
シ
ヴ
ァ
)
　
は
彼
女
　
(
-
シ
ャ
ク
テ
ィ
)
　
と
供
に
あ
っ
て
の
み

家
の
主
人
で
あ
り
'
彼
女
は
彼
と
倶
に
あ
っ
て
の
み
女
主
人
で
あ
る
。
果

ブ
ラ
ク
リ
テ
イ

(
k
a
r
y
a
)
と
し
て
の
、
両
者
の
息
子
が
、
最
高
の
原
質
か
ら
生
じ
た
(
世
界
)

*

蝣

-

・

'

.

+

(
i
a
g
a
t
)
で
あ
る
.
彼
は
能
造
者
で
あ
り
1
彼
女
は
(
世
界
の
質
料
)
因
で
あ

る
。
こ
の
よ
う
に
(
一
応
)
両
者
の
間
に
区
別
が
立
て
ら
れ
る
。
(
し
か
し
)
か

の
唯
T
な
る
シ
ヴ
ァ
が
そ
の
ま
ま
二
様
に
存
在
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
あ
る

人
々
は
男
女
の
関
係
と
し
て
両
者
に
は
区
別
が
あ
る
　
(
と
言
い
)
、
他
の
人
々

は
、
最
高
の
シ
ャ
ク
テ
ィ
と
は
シ
ヴ
ァ
に
内
属
し
て
い
る
も
の
(
s
a
m
a
v
a
y
i
m
)

で
あ
る
　
(
と
言
う
)
。
」
　
　
　
　
　
　
　
　
(
七
二
・
二
九
・
三
1
-
三
三
)

ア
ル
ダ
ナ
-
リ
-
シ
ユ
ヴ
ア
ラ

こ
こ
に
於
て
'
シ
ヴ
ァ
と
シ
ヴ
ァ
I
の
合
　
体
　
像
が
超
越
的
絶
対
者
と
事
実

世
界
と
の
(
不
即
不
離
)
の
関
係
を
象
徴
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
も
は
や
明

白
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
両
性
具
有
像
が
宇
宙
論
的
・
神
学
的
意
味

を
荷
う
も
の
で
あ
る
こ
と
も
'
ま
た
へ
　
明
ら
か
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
資
料
八
と
一
四
で
は
、
男
女
両
性
に
よ
る
生
類
増
殖
の
起
源
が
シ
ヴ

ァ
神
の
(
両
性
具
有
)
を
以
て
説
明
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
こ
と
は
、
『
ヘ
ル
メ
ス
文

書
』
　
の
ポ
イ
マ
ン
ド
レ
ー
ス
を
我
々
に
想
起
せ
し
め
る
。

こ
う
し
て
我
々
は
、
『
シ
ヴ
ァ
・
プ
ラ
ー
ナ
』
　
の
両
性
具
有
像
の
中
に
、
全
宇
宙

的
レ
ヴ
エ
ル
で
把
え
ら
れ
た
ポ
イ
マ
ン
ド
レ
ー
ス
型
へ
両
性
具
有
)
の
観
念
を
へ

は
っ
き
り
と
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

ア
ル
ダ
ナ
-
リ
-
シ
ユ
ヴ
ア
ラ

三
　
次
に
は
'
本
書
の
両
性
具
有
神
が
、
第
三
集
・
第
三
章
の
章
題
も
示
す
よ

う
に
(
資
料
八
参
照
)
、
シ
ヴ
ァ
の
(
降
現
)
　
(
a
v
a
t
a
r
a
)
で
あ
る
t
　
と
い
う
点
を

取
り
上
げ
よ
う
。
即
ち
、
普
通
シ
ヴ
ァ
に
は
男
性
神
と
し
て
の
イ
メ
ー
ジ
が
定
着

し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
が
'
時
に
応
じ
て
両
性
神
の
姿
を
示
現
す
る
の
で
あ
る
。

そ
こ
に
は
、
イ
ン
ド
的
神
観
の
特
色
で
あ
る
(
権
化
思
想
)
の
強
い
惨
透
の
跡
を

読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
今
は
へ
男
神
シ
ヴ
ァ
と
、
両
性
神
と
し
て
降

現
し
た
シ
ヴ
ァ
と
の
間
に
存
す
べ
き
(
不
即
不
離
)
の
関
係
に
焦
点
を
合
わ
せ
た

い
。
と
言
う
の
は
へ
　
こ
の
関
係
が
'
前
項
で
見
た
シ
ヴ
ァ
と
シ
ヴ
ァ
I
と
の
間
の

(川)



(
不
即
不
離
)
の
中
、
(
不
即
)
の
方
向
へ
　
即
ち
シ
ヴ
ァ
の
超
越
者
と
し
て
の
面
を

強
調
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
(
両
性
神
シ
ヴ
ァ
)
と
い

う
観
念
自
体
が
既
に
シ
ヴ
ァ
と
シ
ャ
ク
テ
ィ
の
不
即
不
離
を
合
意
し
て
い
る
と
こ

ろ
に
'
更
に
ま
た
(
男
神
シ
ヴ
ァ
)
と
(
両
性
神
シ
ヴ
ァ
)
　
の
間
の
不
即
不
離
な

る
関
係
を
持
ち
込
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
れ
だ
け
男
性
原
理
シ
ヴ
ァ
と
女
性
原
理

シ
ャ
ク
テ
ィ
と
の
間
が
隔
て
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
結
果
は
当
然
へ
　
シ
ヴ
ァ
が

シ
ャ
ク
テ
ィ
か
ら
独
立
し
て
い
る
と
い
う
印
象
を
強
め
、
シ
ヴ
ァ
の
超
越
面
を
意

識
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
。

と
こ
ろ
で
、
右
に
言
う
(
男
神
シ
ヴ
ァ
)
は
'
(
両
性
神
シ
ヴ
ァ
)
を
発
現
さ
せ

る
根
元
と
し
て
、
(
本
源
的
シ
ヴ
ァ
)
を
意
味
す
る
わ
け
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
(
本

源
的
シ
ヴ
ァ
)
と
は
、
資
料
]
H
に
「
ま
さ
に
そ
の
彼
が
、
男
・
女
の
相
の
区
別

に
よ
り
、
二
様
と
な
っ
た
。
実
に
、
そ
の
男
性
が
シ
ヴ
ァ
と
言
わ
れ
'
女
性
が
シ

ャ
ク
テ
ィ
と
呼
ば
れ
る
。
」
　
と
説
か
れ
て
い
る
よ
う
な
、
(
男
神
シ
ヴ
ァ
)
と
区
別

さ
れ
た
「
ま
さ
に
そ
の
彼
」
　
の
こ
と
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
だ
と
す
る

と
、
こ
の
よ
う
な
(
本
源
的
シ
ヴ
ァ
)
は
'
厳
密
に
言
え
ば
男
性
で
は
な
-
「
彼
」

と
も
呼
べ
な
い
の
で
あ
っ
て
へ
.
(
悼
)
が
発
現
す
る
以
前
の
へ
　
両
性
が
完
全
に
融
合

Hfi

し
た
、
単
性
、
否
へ
無
性
と
で
も
言
う
べ
き
存
在
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
と
こ

ろ
が
実
際
は
、
こ
の
(
本
源
的
シ
ヴ
ァ
)
が
「
本
源
的
」
と
い
う
よ
う
な
言
葉
を

付
し
て
呼
ば
れ
る
こ
と
は
殆
ど
な
-
、
然
も
へ
　
そ
の
単
数
主
格
が
男
性
形
で
表
さ

れ
る
た
め
に
、
(
男
神
シ
ヴ
ァ
)
と
の
区
別
は
極
め
て
暖
味
で
あ
る
。
そ
の
上
、
(
本

源
的
シ
ヴ
ァ
)
も
(
男
神
シ
ヴ
ァ
)
も
、
共
に
絶
対
者
の
超
越
性
を
代
表
す
る
面

を
も
っ
て
い
る
か
ら
、
我
々
に
は
両
者
が
重
っ
て
見
え
る
の
で
あ
る
。
む
し
ろ
へ

シ
ヴ
ァ
と
い
う
言
葉
に
は
(
本
源
的
シ
ヴ
ァ
)
と
(
男
神
シ
ヴ
ァ
)
の
両
観
念
が

揮
然
と
溶
け
合
っ
て
い
る
、
と
言
っ
た
方
が
よ
い
か
も
知
れ
な
い
。
こ
の
よ
う
な

わ
け
で
、
先
に
見
た
'
男
神
シ
ヴ
ァ
か
ら
両
性
神
シ
ヴ
ァ
が
発
現
す
る
と
い
う
場

面
に
於
て
'
(
男
神
シ
ヴ
ァ
)
は
(
本
源
的
シ
ヴ
ァ
)
を
含
意
し
て
い
る
の
で
あ

る
。以
上
へ
　
(
降
現
と
し
て
の
両
性
神
)
の
意
味
を
考
え
、
本
書
の
(
両
性
具
有
像
)

が
見
か
け
ほ
ど
単
純
な
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
述
べ
た
。
合
わ
せ
て
、
概
念
の
峻

別
に
馴
染
ま
な
い
イ
ン
ド
的
思
惟
の
一
端
に
触
れ
た
の
で
あ
る
。

四
　
最
後
に
、
本
書
が
示
す
(
両
性
具
有
)
の
特
徴
と
し
て
特
に
重
視
し
た
い

の
は
'
男
神
シ
ヴ
ァ
と
と
も
に
へ
　
そ
の
配
偶
神
シ
ヴ
ァ
-
即
ち
女
神
も
両
性
具
有

と
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
以
下
、
そ
の
意
味
を
三
つ
の
点
か
ら
考
え
て
ゆ
こ

s
sO

へ
　
シ
ヴ
ァ
の
半
身
が
シ
ヴ
ァ
I
で
あ
る
と
す
れ
ば
'
こ
れ
を
シ
ヴ
ァ
I
の
側

か
ら
見
る
時
、
彼
女
も
シ
ヴ
ァ
を
自
分
の
半
身
と
し
て
分
有
し
て
い
る
へ
　
と
い
う

こ
と
に
な
る
。
だ
か
ら
、
シ
ヴ
ァ
I
が
両
性
具
有
で
あ
る
こ
と
は
'
理
の
当
然
だ

と
も
言
え
る
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
こ
の
よ
う
に
両
者
が
互
い
の
半
身
を
分
有

し
合
う
の
で
あ
れ
ば
、
両
性
神
同
士
の
シ
ヴ
ァ
と
シ
ヴ
ァ
I
を
見
分
け
る
こ
と
は

不
可
能
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
点
で
、
二
・
二
二
四
・
三
〇
-
三
三
の
《
シ

ヴ
ァ
I
に
命
ぜ
ら
れ
て
、
焚
天
、
ヴ
ィ
シ
ュ
ヌ
ヘ
　
ル
ド
ラ
は
'
そ
れ
ぞ
れ
世
界
のトリ

創
造
、
護
持
、
帰
減
を
遂
行
す
る
》
と
い
う
所
説
や
、
五
・
四
五
・
四
九
の
「
三

t
3
B
3徳
所
成
の
最
高
の
女
神
が
世
界
を
創
造
し
'
ま
た
彼
女
の
み
が
そ
れ
を
護
持
し
、

時
が
-
れ
ば
彼
女
の
み
が
収
束
す
る
。
」
と
い
う
文
章
が
注
目
さ
れ
る
。
何
故
な

ら
へ
世
界
創
造
の
よ
う
な
大
業
は
普
通
シ
ヴ
ァ
の
専
権
に
属
す
る
も
の
と
さ
れ
て

い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
大
権
が
右
の
箇
所
で
は
シ
ヴ
ァ
I
に
帰
せ
ら
れ
て

p
・
J
ー
l

い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
シ
ヴ
ァ
と
シ
ヴ
ァ
I
の
同
1
視
が
殆
ど
完
全
な

程
度
に
達
し
て
お
り
、
両
者
の
区
別
は
不
可
能
に
近
い
。
こ
れ
を
前
述
の
両
者
の

ll

滋
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両
性
具
有
の
シ
ヴ
ァ
と
シ
ヴ
ァ
-
(
神
舘
)

(
不
即
不
離
)
と
い
う
観
点
か
ら
見
れ
ば
、
(
不
離
)
の
方
が
前
面
に
出
て
い
る
こ

と
に
な
る
。

で
は
'
シ
ヴ
ァ
と
シ
ヴ
ァ
I
が
合
体
し
た
両
性
具
有
神
は
、
唯
一
者
と
し
て
存

在
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
と
も
、
シ
ヴ
ァ
I
と
合
体
し
た
シ
ヴ
ァ
と
、

シ
ヴ
ァ
と
合
体
し
た
シ
ヴ
ァ
-
と
の
、
二
体
の
神
と
し
て
存
在
し
て
い
る
の
で
あ

ろ
う
か
。
こ
の
間
題
に
つ
い
て
は
、
『
シ
ヴ
ァ
・
プ
ラ
ー
ナ
』
　
の
中
に
明
確
な
所
論

が
見
ら
れ
な
い
か
ら
へ
　
は
っ
き
り
と
は
答
え
に
-
い
。
た
だ
敢
て
言
え
ば
、
こ
の

場
合
、
右
の
よ
う
な
二
者
択
1
的
な
把
え
方
は
妥
当
で
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

先
ず
、
シ
ヴ
ァ
と
パ
ー
ル
ヴ
ァ
テ
ィ
ー
は
、
殆
ど
す
べ
て
の
場
合
、
夫
と
そ
の

配
偶
神
と
し
て
、
即
ち
二
神
と
し
て
出
て
-
る
。
つ
ま
り
'
夫
の
シ
ヴ
ァ
は
男
神
、

妻
の
パ
ー
ル
ヴ
ァ
テ
ィ
ー
は
女
神
と
し
て
振
舞
う
。
従
っ
て
、
こ
の
情
景
の
中
に

立
っ
て
眺
め
る
限
り
へ
　
た
と
え
シ
ヴ
ァ
と
シ
ヴ
ァ
I
が
実
は
互
い
に
半
身
を
分
け

合
う
両
性
具
有
で
あ
る
と
し
て
も
、
両
者
を
別
個
の
存
在
と
見
る
の
が
常
識
と
言

う
も
の
で
あ
ろ
う
。
と
は
言
え
へ
　
こ
の
よ
う
に
へ
　
男
神
、
女
神
、
両
性
神
な
ど
と

l
応
は
区
別
し
て
み
て
も
も
　
所
詮
そ
れ
等
は
全
一
な
る
根
源
的
存
在
と
し
て
の
シ

誠

ヴ
ァ
か
ら
発
出
し
転
現
し
た
も
の
に
外
な
ら
な
い
F
従
っ
て
へ
　
シ
ヴ
ァ
I
も
結
局

は
そ
の
よ
う
な
シ
ヴ
ァ
を
離
れ
て
独
立
に
存
在
し
得
る
も
の
で
は
な
-
'
自
分
の

存
在
根
拠
を
手
操
っ
て
行
け
ば
最
後
に
は
シ
ヴ
ァ
に
帰
1
し
て
し
ま
う
0
だ
か
ら
、

両
性
具
有
の
シ
ヴ
ァ
と
シ
ヴ
ァ
I
も
'
両
者
に
通
底
す
る
(
本
源
的
シ
ヴ
ァ
)
　
に

視
点
を
据
え
る
時
、
そ
こ
で
は
完
全
に
融
合
し
て
1
　
つ
に
な
っ
て
い
る
苦
で
あ
る
。

そ
れ
放
、
両
者
は
我
々
の
視
点
に
応
じ
て
1
体
と
も
な
れ
ば
二
体
と
も
な
る
の
で

あ
る
。j
]
'
前
記
の
第
三
項
で
見
た
よ
う
に
、
男
神
シ
ヴ
ァ
と
両
性
神
シ
ヴ
ァ
と
の
間

に
は
(
不
即
不
離
)
　
の
関
係
が
あ
る
の
で
あ
っ
た
。
同
じ
こ
と
が
当
然
シ
ヴ
ァ
-

に
つ
い
て
も
言
え
る
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
彼
女
も
ま
た
女
神
で
あ
っ
て
且
つ
両
性

神
な
の
で
あ
り
'
女
神
シ
ヴ
ァ
-
と
両
性
神
シ
ヴ
ァ
I
の
間
に
も
(
不
即
不
離
)

の
関
係
が
あ
る
苦
で
あ
る
。
す
る
と
、
シ
ヴ
ァ
と
シ
ヴ
ァ
I
は
五
重
の
(
不
即
不

離
)
で
結
ば
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
即
ち
へ
①
男
神
シ
ヴ
ァ
と
両
性
神
シ
ヴ
ァ

の
(
不
即
不
離
)
へ
②
両
性
神
シ
ヴ
ァ
に
於
け
る
シ
ヴ
ァ
と
シ
ヴ
ァ
I
の
(
不
即
不

離
)
、
③
両
性
神
シ
ヴ
ァ
と
両
性
神
シ
ヴ
ァ
-
の
(
不
即
不
離
)
、
④
両
性
神
シ
ヴ

ァ
I
に
於
け
る
シ
ヴ
ァ
と
シ
ヴ
ァ
-
の
(
不
即
不
離
)
へ
⑤
両
性
神
シ
ヴ
ァ
I
と
女

神
シ
ヴ
ァ
I
の
(
不
即
不
離
)
へ
　
の
五
重
で
あ
る
。
こ
れ
ら
五
つ
の
関
係
の
中
へ
　
シ

ヴ
ァ
と
シ
ヴ
ァ
I
が
最
も
密
接
に
重
な
り
合
う
の
は
明
ら
か
に
③
の
場
面
に
於
い

て
で
あ
る
。
前
記
の
小
項
目
で
見
た
(
シ
ヴ
ァ
と
シ
ヴ
ァ
I
の
殆
ど
完
全
な
同
一

化
)
は
、
こ
の
局
面
に
於
て
成
り
立
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
他
方
へ
超
越
的
絶
対

プ

ラ

ク

リ

テ

イ

者
と
し
て
の
(
男
神
シ
ヴ
ァ
)
と
、
世
界
の
根
源
と
し
て
の
(
女
神
シ
ヴ
ァ
I
V

の
問
に
は
'
五
重
の
(
不
即
不
離
)
が
恰
も
薄
紗
を
重
ね
た
よ
う
に
介
在
す
る
こ

と
に
な
っ
た
。
こ
う
し
て
、
第
二
項
で
述
べ
た
シ
ヴ
ァ
と
シ
ヴ
ァ
I
と
の
間
隔
が

遥
か
に
拡
大
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

以
上
を
通
じ
て
、
シ
ヴ
ァ
と
シ
ヴ
ァ
I
の
間
の
(
不
即
)
と
(
不
離
)
へ
　
逆
に
言

え
ば
(
那
)
と
(
顔
)
の
へ
　
こ
の
矛
盾
す
る
関
係
が
、
と
も
に
1
段
と
鮮
明
に
な

っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
即
ち
、
両
者
の
(
不
即
不
離
)
は
益
々
複
雑
で
精
妙

に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

な
お
三
日
す
れ
ば
'
こ
の
よ
う
な
両
者
の
関
係
は
、
単
に
適
時
的
・
歴
史
的
な

関
係
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
へ
　
共
時
的
・
構
造
的
な
関
係
で
も
あ
る
へ
　
と
理
解
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

日
、
第
三
は
精
神
分
析
学
的
に
見
た
意
味
で
あ
る
。
よ
-
知
ら
れ
て
い
る
よ
う

に
、
o
・
o
　
ユ
ン
グ
は
、
男
性
の
無
意
識
の
中
に
女
性
的
な
も
の
が
潜
ん
で
い

12



る
こ
と
を
指
摘
し
て
'
こ
れ
を
ア
ニ
マ
(
a
n
i
m
a
)
と
名
付
け
た
。
同
様
に
女
性
の

無
意
識
の
中
に
も
男
性
的
な
も
の
が
存
在
す
る
と
し
て
、
こ
れ
を
(
a
n
i
m
u
s
)
と

t
=

呼
ん
だ
。
勿
論
、
ア
ニ
マ
と
ア
ニ
ム
ス
の
本
質
や
機
能
な
ど
に
つ
い
て
は
様
々
の

議
論
が
あ
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
へ
　
こ
の
両
概
念
は
両
性
の
無
意
識
の
中
に
あ
る

ま

蝣

J

-

>

J

K

.

異
性
的
な
も
の
を
表
す
の
に
真
に
都
合
が
よ
-
、
依
用
さ
れ
る
こ
と
も
多
い
。
そ

こ
で
今
、
こ
の
二
概
念
を
用
い
た
両
性
の
無
意
識
の
構
図
に
沿
っ
て
言
え
ば
、
ア

ニ
マ
を
も
つ
男
性
と
ア
ニ
ム
ス
を
も
つ
女
性
の
、
こ
の
両
者
の
投
影
と
し
て
、
男

女
そ
れ
ぞ
れ
に
両
性
具
有
像
が
あ
っ
て
よ
い
筈
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
へ
　
第
二
節
で

見
た
ヘ
ル
マ
プ
ロ
デ
ィ
ト
ス
や
ポ
イ
マ
ン
ド
レ
ー
ス
へ
　
そ
れ
に
　
『
饗
宴
』
　
の
ア
ン

つ
い

ド
ロ
ギ
ュ
ノ
ス
の
場
合
へ
　
こ
れ
ら
の
両
性
具
有
像
に
は
、
こ
れ
と
並
存
し
て
対
と

な
る
べ
き
対
応
像
を
見
出
し
難
い
F
と
こ
ろ
が
『
シ
ヴ
ァ
・
プ
ラ
ー
ナ
』
の
場
合

に
は
'
シ
ヴ
ァ
と
シ
ヴ
ァ
I
の
1
対
の
男
神
と
女
神
が
共
に
両
性
具
有
と
さ
れ
て

お
り
へ
　
右
に
述
べ
た
ユ
ン
グ
的
構
図
に
よ
-
適
合
す
る
例
を
提
供
し
て
い
る
。

さ
て
、
最
後
に
三
一
日
付
け
加
え
る
と
、
イ
ン
ド
神
話
に
於
け
る
(
悼
)
　
の
問
題

に
詳
し
い
オ
フ
ラ
パ
テ
ィ
は
'
両
性
神
は
第
一
義
的
に
男
性
で
あ
る
、
と
繰
り
返

し
述
べ
て
い
る
叩
こ
の
こ
と
か
ら
も
、
本
書
に
現
れ
る
(
女
性
の
両
性
具
有
像
)

(
-
奇
妙
な
表
現
で
は
あ
る
が
-
)
　
の
意
義
が
察
せ
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

の
意
味
と
し
て
は
、
川
男
女
間
の
愛
の
究
極
の
姿
、
畑
万
字
の
産
出
を
l
元
的
に

説
明
す
る
原
理
、
㈲
超
越
的
絶
対
者
と
事
実
世
界
の
(
不
即
不
離
)
を
表
示
す
る

象
徴
へ
㈲
分
裂
し
た
も
の
の
統
合
と
し
て
憧
敬
さ
れ
た
根
源
的
全
一
者
、
等
を
指

摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

二
、
本
書
に
あ
っ
て
は
、
(
両
性
具
有
)
を
構
成
す
る
基
本
的
要
素
の
(
男
)
と

八
女
)
が
、
正
当
な
夫
婦
の
関
係
に
あ
る
男
神
と
女
神
と
で
あ
る
。

三
へ
　
そ
の
男
神
シ
ヴ
ァ
と
女
神
シ
ヴ
ァ
I
が
、
そ
れ
ぞ
れ
に
両
性
具
有
と
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
事
実
は
へ
の
そ
れ
に
よ
っ
て
超
越
的
絶
対
者
と
此
の
世
界
の
(
不

即
不
離
)
　
の
関
係
が
l
段
と
精
微
な
構
造
を
持
つ
に
至
っ
て
い
る
こ
と
、
佃
人
間

ま
さ

の
無
意
識
を
巡
る
ア
ニ
マ
・
ア
ニ
ム
ス
的
理
解
に
正
し
-
適
合
す
る
好
例
と
な
る

こ
と
、
等
の
点
で
重
要
な
意
味
を
も
っ
て
い
る
。

四
へ
　
こ
の
人
両
性
具
有
像
)
の
中
に
'
概
念
内
容
を
厳
密
に
規
定
し
概
念
間
に

明
確
な
線
を
引
-
こ
と
に
馴
染
ま
な
い
、
イ
ン
ド
的
思
惟
の
特
性
を
読
み
取
る
こ

と
が
で
き
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
『
シ
ヴ
ァ
・
プ
ラ
ー
ナ
』
　
の
(
両
性
具
有
像
)
は
'
シ
ヴ
ァ
・

シ
ヴ
ァ
-
型
と
で
も
呼
ぶ
べ
き
極
め
て
独
特
な
も
の
で
あ
る
、
と
言
え
る
で
あ
ろ

う
0

(13)

む
　
　
す
　
　
び

こ
こ
で
改
め
て
『
シ
ヴ
ァ
・
プ
ラ
ー
ナ
』
　
に
見
ら
れ
る
(
両
性
具
有
像
)
の
特

色
を
列
記
し
、
本
稿
の
「
む
す
び
」
と
し
た
い
。

一
'
本
書
の
八
両
怪
具
有
像
)
は
、
ヘ
ル
マ
プ
ロ
デ
ィ
ト
ス
型
と
ポ
イ
マ
ン
ド

レ
ー
ス
型
の
双
方
の
要
素
を
合
せ
も
ち
'
複
雑
多
様
な
意
味
を
荷
っ
て
い
る
。
そ

註

川
　
小
口
偉
一
・
堀
1
郎
監
修
『
宗
教
学
辞
典
』
東
京
大
学
出
版
会
へ
一
九
七
三
年
へ
　
七
五
三
I

七
五
五
貢
。
「
両
性
具
有
」
の
項
の
執
筆
者
は
植
島
啓
司
氏
で
あ
る
。

脚
　
シ
ヴ
ァ
の
妃
は
ヒ
マ
ラ
ヤ
山
の
娘
パ
ー
ル
ヴ
ァ
テ
ィ
ー
(
P
a
r
v
a
t
l
)
　
で
あ
る
。
彼
女
は
ま

た
へ
ウ
マ
-
(
U
m
a
)
'
ガ
ウ
リ
ー
(
G
a
u
r
l
)
'
シ
ヴ
ァ
の
女
性
形
シ
ヴ
ァ
-
(
抑
i
v
a
)
'
そ
し

て
女
性
の
産
出
・
創
造
力
を
意
味
す
る
シ
ャ
ク
テ
ィ
(
㌢
k
t
i
)
等
の
言
葉
で
も
呼
ば
れ
る
。
な

滋
賀
医
科
大
学
基
礎
学
研
究
第
言
万
(
l
九
九
〇
年
)



両
性
具
有
の
シ
ヴ
ァ
と
シ
ヴ
ァ
-
(
神
舘
)

お
も
　
パ
ー
ル
ヴ
ァ
テ
ィ
ー
の
前
生
は
サ
テ
ィ
-
(
S
a
t
!
)
で
'
結
局
こ
の
両
者
も
同
1
の
存
在

で
あ
る
O
註
即
参
照
。
他
方
へ
　
シ
ヴ
ァ
は
'
バ
ラ
(
H
a
r
a
)
、
シ
ャ
ン
カ
ラ
(
抑
a
n
k
a
r
a
)
、
シ

ャ
ン
ブ
フ
　
(
㌢
m
b
h
u
)
等
の
別
名
で
呼
ば
れ
る
こ
と
が
多
い
。

㈱
　
『
シ
ヴ
ァ
・
プ
ラ
-
ナ
』
　
に
は
活
字
本
と
手
稿
本
を
合
わ
せ
て
数
種
の
テ
キ
ス
ト
が
存
在

し
'
そ
の
間
の
相
違
の
程
度
・
様
相
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。
し
か
し
、
今
は
テ
キ
ス
ト
自
体
の

問
題
に
は
触
れ
な
い
。
た
だ
へ
本
稿
が
基
い
た
莞
文
テ
キ
ス
ト
と
英
訳
は
、
章
節
の
区
切
り
や

詩
句
の
番
号
等
が
殆
ど
完
全
に
1
致
し
て
い
る
　
c
f
.
L
.
R
o
c
h
e
r
,
T
h
e
 
P
u
r
a
n
a
s
　
(
A

6 (5) (4)(13) (12

H
i
s
t
o
r
y
o
f
l
n
d
i
a
n
L
i
t
e
r
a
t
u
r
e
,
e
d
.
J
.
G
o
n
d
a
,
V
o
1
.
I
I
,
F
a
s
c
.
3
)
,
W
i
e
s
b
a
d
e
n
:
O
t
t
o

H
a
r
r
a
s
o
w
i
t
z
,
1
9
8
6
,
p
p
.
2
2
2
-
2
2
8
;
R
.
C
.
H
a
z
r
a
,
 
"
T
h
e
P
r
o
b
l
e
m
s
R
e
l
a
t
i
n
g
t
o
t
h
e

S
i
v
a
-
P
u
r
a
n
a
"
,
O
u
r
H
e
r
i
t
a
g
e
 
1
,
1
9
5
3
,
p
p
.
4
6
-
4

テ
キ
ス
ト
に
は
g
h
r
a
r
n
a
s
y
a
と
あ
る
が
t
 
g
h
r
a
n
a
s
y
a
と
読
む
。

テ
キ
ス
ト
に
は
a
r
d
h
a
n
a
r
t
s
v
a
r
o
と
あ
る
が
a
r
d
h
a
n
a
r
l
抑
v
a
r
o
と
読
む
o

a
r
d
h
a
-
n
a
r
i
-
n
a
r
a
k
h
y
a
m
s
i
v
a
-
r
u
p
a
m
(
I
I
I
.
3
.
1
)
.

a
r
d
h
a
-
n
a
r
i
-
n
a
r
o
b
h
u
t
v
a
(
I
I
I
.
3
.
8
)
.

s

i

v

a

-

r

u

p

a

増

m

a

h

o

t

t

a

m

a

m

a

r

d

h

a

-

n

a

r

1

-

n

a

r

a

r

d

h

a

m

(

1

1

1

,

3

.

3

0

)

.

シ
ヴ
ァ
の
全
t
性
に
つ
い
て
は
、
特
に
本
書
七
・
二
・
四
の
全
章
に
わ
た
っ
て
詳
論
さ
れ
て

い
る
。
ち
な
み
に
へ
　
こ
の
第
七
集
は
前
・
後
の
二
篇
に
分
か
れ
て
お
り
、
七
二
一
・
四
と
書
い

た
の
は
第
七
集
後
第
・
第
四
章
の
意
味
で
あ
る
。

テ
キ
ス
ト
に
は
a
r
d
h
a
-
n
a
n
-
m
a
k
a
と
あ
る
が
h
 
a
r
d
h
a
-
n
a
r
i
-
m
a
y
a
と
読
む
o

S
a
d
a
s
i
v
a
(
V
I
.
4
.
8
)
,
S
i
v
a
(
V
I
.
4
.
3
3
)
.

先
ず
シ
ヴ
ァ
を
五
面
と
す
る
箇
所
を
挙
げ
る
　
1
.
1
0
.
9
,
1
.
2
0
.
5
2
,
I
I
.
1
.
6
.
2
6
,
I
I
.
1
.
8
.
2
9
,

II.1.9.2,II.1.13.48,II.1.15.35,II.1.16.50,II.2.17.4,II.3.27.25,II.3.43.59,II.3.49.

2
9
,
I
I
.
5
.
2
6
.
1
9
,
I
I
.
5
.
5
8
.
3
1
,
I
I
I
.
7
.
2
,
1
1
1
.
2
7
.
4
7
,
1
1
1
.
4
1
.
3
4
,
I
V
.
4
.
5
2
,
V
I
.
7
.
4
8
-
6
3
,
V
I
.
1
2
-
1
6
,

VII.2.13.29,VII.2.29.22-27,VII.2.31.20,VII.2.32.18.

と
こ
ろ
が
、
以
下
の
箇
所
で
は
焚
天
が
五
両
と
さ
れ
て
い
る
　
1
.
8
.
4
,
I
.
∞
.
7
,
I
I
I
.
8
.
3
9
,
I
I
I
.

ll.40,VII.2.13.26.

こ
の
外
に
も
'
両
者
の
等
置
関
係
を
示
す
所
は
多
い
。
試
み
に
挙
げ
れ
ば
'
I
I
.
2
.
4
1
.
1
4
,
I
I
.

5
.
l
l
.
1
4
,
V
I
.
1
.
1
7
,
V
I
.
1
.
4
5
,
V
I
.
3
.
7
-
8
,
V
I
.
8
.
2
9
,
V
I
.
l
l
.
4
7
,
V
I
.
l
l
.
5
5
,
V
I
.
1
3
.
6
1
,
V
I
.
1
4
.
4
6
,
V
I
I
.

2

.

3

5

.

4

3

.

英
訳
書
〓
ハ
九
五
頁
(
第
四
巻
)
参
照
。

英
訳
書
は
、
テ
キ
ス
ト
の
d
a
y
S
y
u
d
h
a
-
d
h
a
r
凶
を
d
a
仙
S
y
u
d
h
a
-
d
h
a
r
a
と
読
ん
だ
よ
う

で
'
「
十
の
武
器
を
携
え
へ
　
I
I
」
　
(
-
I
b
e
a
r
s
t
e
n
w
e
a
p
o
n
s
)
　
と
訳
し
て
い
る
。
あ
る
い

は
依
拠
し
た
テ
キ
ス
ト
が
違
っ
て
い
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

㈹
　
こ
の
例
は
極
め
て
多
-
枚
挙
の
暇
が
な
い
。
そ
の
中
の
幾
つ
か
を
示
そ
う
　
I
I
.
3
.
3
.
2
6

曾

g

a

t

a

m

 

a

m

b

a

)

,

I

I

.

3

.

4

.

9

　

G

a

g

a

d

-

a

m

b

a

)

,

I

I

.

3

.

5

.

2

2

　

H

a

g

a

t

-

p

r

a

s

u

)

,

I

I

.

3

.

5

.

3

4

(
j
a
g
a
d
-
a
m
b
i
k
a
)
,
I
I
.
3
.
6
.
1
7
　
(
j
a
g
a
d
-
a
m
b
a
)
,
I
I
.
3
.
6
.
1
9
　
(
j
a
g
a
d
-
a
m
b
a
)
,
I
I
.
3
.
6
.
2
1

(

t

r

a

i

l

o

k

y

a

-

m

a

t

r

)

,

I

I

.

3

.

6

.

3

7

G

a

g

a

d

-

a

m

b

i

k

a

)

,

I

I

.

3

.

6

.

3

9

ご

a

g

a

d

-

a

m

b

a

)

,

I

I

.

3

.

6

.

4

5

(
t
r
i
-
1
o
k
a
-
j
a
n
a
n
l
)
,
I
I
.
3
.
2
5
.
1
8
e
a
g
a
n
-
m
a
t
r
)
,
I
I
.
3
.
2
5
.
5
5
(
j
a
g
a
d
-
a
m
b
i
k
a
)
,
e
t
c
.

㈹
　
こ
の
三
者
間
の
等
置
関
係
を
示
す
文
証
も
多
い
　
I
I
.
4
.
1
7
.
9
,
I
I
.
4
.
1
7
.
3
3
,
I
I
.
5
.
2
6
.
1
6
-
1
8
,

I

I

.

5

.

5

3

.

4

6

-

5

2

,

V

.

4

5

.

3

,

V

.

4

5

.

4

7

ふ

9

,

V

.

4

5

.

6

2

,

V

.

4

5

.

6

7

,

V

.

4

8

.

2

7

,

V

.

4

9

.

3

9

,

V

.

5

1

.

3

-

5
,
e
t
c
.

勿
論
へ
　
こ
の
関
係
に
は
更
に
m
a
y
抄
が
加
わ
る
が
、
今
は
へ
　
こ
れ
以
上
立
ち
入
ら
な
い
。

㈹
　
テ
キ
ス
ト
に
i
a
n
m
a
n
i
r
u
p
a
k
a
h
と
あ
る
の
は
j
a
n
m
a
n
i
r
u
p
a
k
a
h
の
誤
植
で
あ
ろ
う
O

英
訳
者
も
そ
う
見
て
い
る
よ
う
で
あ
る
"
S
i
v
a
e
x
e
m
p
l
i
f
i
e
s
b
i
r
t
h
i
n
s
o
m
u
c
h
a
s
H
e

h
a
s
t
h
e
f
o
r
m
o
f
b
o
t
h
Y
o
n
i
(
v
a
g
i
n
a
l
p
a
s
s
a
g
e
)
a
n
d
L
i
i
i
g
a
(
P
e
n
i
s
)
"
.

㈹
　
こ
の
外
に
も
'
唆
味
で
は
あ
る
が
(
両
性
具
有
)
を
示
唆
す
る
表
現
が
幾
つ
か
出
て
-
る
。

そ
れ
ら
に
は
(
両
性
具
有
)
の
観
念
が
あ
ま
り
明
瞭
で
な
い
か
ら
へ
本
文
に
資
料
と
し
て
載
せ
　
　
㈹

る
こ
と
は
控
え
る
が
、
参
考
の
た
め
へ
　
こ
こ
に
挙
げ
る
。

「
左
の
部
分
に
シ
ャ
ク
テ
ィ
が
入
り
組
ん
で
い
る
も
の
」
　
(
V
抑
m
S
n
g
a
-
s
a
n
n
i
v
i
s
t
a
d
r
i
-

t
a
n
a
y
a
,
I
I
I
.
1
5
.
4
5
)
、
「
左
の
部
分
が
ウ
マ
I
に
飾
ら
れ
た
も
の
」
(
u
m
抑
-
b
h
u
s
i
t
a
-
v
抑
m
a
n
g
a
,

V
.
4
4
.
9
3
)
へ
「
左
の
部
分
が
自
ら
の
シ
ャ
ク
テ
ィ
で
あ
る
マ
ノ
ー
ン
マ
ニ
I
に
飾
ら
れ
た
も
の
」

(
s
v
a
-
抑
a
k
t
y
抑
V
抑
m
a
-
b
h
品
e
m
a
n
o
n
m
a
n
y
矧
v
i
b
h
t
i
s
i
t
a
h
,
V
I
.
1
2
.
1
9
)
等
。

こ
れ
ら
の
言
葉
は
何
れ
も
シ
ヴ
ァ
を
指
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
、
右
の
例
や
資
料
四
お
よ
び

八
に
於
て
'
シ
ヴ
ァ
I
は
シ
ヴ
ァ
の
左
側
に
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
が
'
次
の
例
で
も
'
そ
こ
に

は
(
両
性
具
有
)
の
観
念
は
殆
ど
見
ら
れ
な
い
も
の
の
へ
　
や
は
り
シ
ヴ
ァ
-
を
シ
ヴ
ァ
の
左
に

配
し
て
い
る
。

「
シ
ヴ
ァ
は
左
の
腿
に
シ
ャ
ク
テ
ィ
を
乗
せ
て
!
.
.
.
-
」
　
(
I
　
・
　
I
七
・
三
九
)

「
左
側
に
シ
ヴ
ァ
I
の
像
を
置
き
へ
　
右
側
に
私
(
-
シ
ヴ
ァ
)
の
像
を
追
っ
て
へ
　
夜
に
'
怠

る
こ
と
な
く
礼
拝
供
養
せ
よ
o
」
　
(
四
・
三
九
二
〇
)

「
か
-
の
如
-
'
私
(
=
シ
ヴ
ァ
)
の
左
の
部
分
に
、
汝
マ
ノ
ー
ン
マ
ニ
ー
を
念
じ
て
-
-
。
」

(
六
・
七
二
ハ
四
)

「
ま
た
神
々
は
シ
ヴ
ァ
の
左
側
に
シ
ャ
ク
テ
ィ
を
見
た
。
」
　
(
七
・
二
・
八
二
一
二
)
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「
彼
(
=
シ
ヴ
ァ
)
　
の
左
の
部
分
に
大
自
在
女
神
を
思
念
せ
よ
。
」
　
(
七
二
一
二
二
二
二
〇
)

し
か
し
'
六
二
〇
・
二
二
I
二
三
の
よ
う
に
'
シ
ヴ
ァ
I
を
シ
ヴ
ァ
の
右
側
に
置
-
例
も

あ
る
。
念
の
た
め
へ
　
次
に
原
文
を
引
い
て
お
こ
う
。

t
a
t
a
m
c
a
 
p
a
r
a
y
p
a
b
h
a
k
t
y
田
a
t
a
s
y
a
 
d
a
k
s
i
n
a
-
g
抑
m
s
i
v
即
~
m
.

j
n
a
n
a
-
p
r
a
s
ロ
n
a
-
k
a
l
i
k
抑
m
s
a
m
a
r
c
y
a
h
i
 
i
a
g
a
t
-
p
r
a
s
C
m
ー

こ
の
句
は
'
『
マ
ヌ
法
典
』
　
1
・
三
二
に
出
て
-
る
《
楽
天
が
男
性
と
女
性
の
二
通
り
に
な
っ

た
》
と
い
う
話
を
下
敷
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
次
に
へ
　
比
較
の
た
め
両
者
の
原
文
を
示
す
。

d
v
i
d
h
m
 
k
r
t
v
a
t
m
a
n
o
 
d
e
h
a
m
s
t
r
-
i
 
c
a
i
v
a
 
p
u
r
u
s
o
'
b
h
a
v
a
t
.

(
S
i
v
a
-
p
u
r
抑
n
a
)

d
v
i
d
h
抑
k
r
t
v
a
t
m
a
n
o
 
d
e
h
a
m
 
a
r
d
h
e
n
a
 
p
u
r
u
s
o
'
b
h
a
v
a
t
,

a
r
d
h
e
n
a
 
n
a
n
 
t
a
s
y
抑
m
 
s
a
 
v
i
r
a
j
a
m
 
a
s
r
i
a
t
.
　
　
　
　
　
　
　
　
(
M
a
n
u
-
s
m
r
t
i
)

と
こ
ろ
で
へ
　
右
の
　
『
マ
ヌ
法
典
』
　
で
は
兜
天
を
ヴ
ィ
ラ
ー
ジ
ュ
の
創
造
者
と
し
て
い
る
が
'

『
シ
ヴ
ァ
・
プ
ラ
ー
ナ
』
は
、
本
文
に
資
料
と
し
て
挙
げ
た
部
分
の
直
後
(
五
・
二
九
・
二
五
)

で
「
ヴ
ィ
シ
ュ
ヌ
が
ヴ
ィ
ラ
-
ジ
ュ
を
創
造
し
た
。
」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
こ
に
突
如
と
し
て
ヴ

ィ
シ
ュ
ヌ
が
出
て
-
る
こ
と
は
全
-
不
可
解
で
あ
る
。
然
も
本
書
七
二
　
二
七
二
二
で
は
焚

天
を
ヴ
ィ
ラ
-
ジ
ュ
の
創
造
者
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
へ
　
そ
の
錯
紛
ぶ
り
が
1
層
目
立

つ
。
そ
の
外
に
も
へ
　
こ
の
第
五
集
・
第
二
九
章
は
叙
述
の
混
乱
が
ひ
ど
-
、
論
旨
の
透
徹
を
欠

い
て
い
る
。

七
二
二
四
・
四
八
に
よ
れ
ば
'
プ
ル
シ
ャ
な
る
マ
ヌ
は
シ
ャ
ン
プ
フ
即
ち
シ
ヴ
ァ
で
あ

り
'
シ
ャ
タ
ル
ー
バ
ー
は
「
シ
ヴ
ァ
が
愛
す
る
女
性
」
　
(
恥
i
v
a
-
p
r
i
y
a
)
即
ち
シ
ヴ
ァ
I
で
あ

る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
'
両
性
具
有
の
焚
天
と
は
、
所
詮
、
両
性
具
有
の
シ
ヴ
ァ
の
身
代
り
人
形

で
し
か
な
い
だ
ろ
う
。

な
お
へ
　
二
二
・
二
ハ
二
四
-
一
五
に
よ
れ
ば
、
マ
ヌ
と
シ
ャ
タ
ル
ー
バ
ー
が
儲
け
た
の

は
'
二
男
二
女
で
は
な
-
'
二
男
三
女
で
あ
る
。

P
l
a
t
o
,
S
y
m
p
o
s
i
u
m
(
T
h
e
L
o
e
b
C
l
a
s
s
i
c
a
l
L
i
b
r
a
r
y
1
6
6
)
.
C
a
m
b
r
i
d
g
e
H
H
a
r
v
a
r
d

U

n

i

v

e

r

s

i

t

y

P

r

e

s

s

＼

L

o

n

d

o

n

:

W

i

l

l

i

a

m

H

e

i

n

e

m

a

n

n

L

t

d

.

,

1

9

8

3

(

1

s

t

e

d

.

1

9

2

5

)

,

p

p

-

1

3

2

-

1

4

7

.

O

v

i

d

,

M

e

t

a

m

o

r

p

h

o

s

e

s

　

(

T

h

e

 

L

o

e

b

 

C

l

a

s

s

i

c

a

l

 

L

i

b

r

a

r

y

4

2

)

,

I

,

C

a

m

b

r

i

d

g

e

‥

H
a
r
v
a
r
d
 
U
n
i
v
e
r
s
i
t
y
P
r
e
s
s
/
L
o
n
d
o
n
:
W
i
l
l
i
a
m
H
e
i
n
e
m
a
n
n
 
L
t
d
.
,
1
9
8
4
(
1
s
t
e
d
.

1
9
1
6
)
,
p
p
.
1
9
8
-
2
0
5
.

児
島
喜
久
雄
「
ヘ
ル
ム
ア
フ
ロ
デ
ィ
ト
ス
」
　
(
『
古
代
彫
刻
の
膳
』
岩
波
書
店
へ
　
昭
和
三
十
1

年
へ
　
所
収
)
、
1
八
六
頁
O

㈲
　
A
.
D
.
N
o
c
k
,
A
.
 
-
J
.
F
e
s
t
u
g
i
e
r
,
C
o
r
p
u
s
 
H
e
r
m
e
t
i
c
u
m
 
I
,
H
e
r
m
e
s
 
T
r
i
s
m
e
g
i
s
t
e
I

(
C
o
l
l
e
c
t
i
o
n
d
e
U
n
i
v
e
r
s
i
t
e
s
d
e
F
r
a
n
c
e
)
,
P
a
r
i
s
‥
S
o
c
i
e
t
e
d
'
帥
d
i
t
i
o
n
《
L
e
B
e
l
l
e

L
e
t
t
r
e
s
》
　
1
9
8
3
(
l
e
e
d
.
1
9
4
6
)
,
p
p
.
7
-
9

糾
　
A
.
D
.
N
o
c
k
.
A
.
 
-
J
.
F
e
s
t
u
g
i
e
r
,
C
o
r
p
u
s
H
e
r
m
e
t
i
c
u
m
I
I
,
H
e
r
m
e
s
T
r
i
s
m
e
g
i
s
t
e
/
/

(
C
o
l
l
e
c
t
i
o
n
d
e
s
U
n
i
v
e
r
s
i
t
i
e
s
d
e
F
r
a
n
c
e
)
,
P
a
r
i
s
H
 
S
o
c
i
e
t
e
d
蕗
d
i
t
i
o
n
《
L
e
 
B
e
l
l
e

L
e
t
t
r
e
s
》
,
1
9
8
3
(
l
e
e
d
.
1
9
4
6
)
,
p
.
3
2
1

脚
　
荒
井
献
・
柴
田
有
『
ヘ
ル
メ
ス
文
書
』
朝
日
出
版
社
へ
　
l
九
八
〇
年
へ
　
五
三
頁
へ
註
1
五
。

ま
た
、
ロ
ゴ
ス
が
男
性
的
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
へ
　
同
書
五
七
頁
へ
註
三
六
も
参
照
。

㈱
　
エ
リ
ア
I
デ
は
'
ア
ン
ド
ロ
ギ
ユ
ノ
ス
を
、
d
i
v
i
n
e
a
n
d
r
o
g
y
n
y
と
h
u
m
a
n
a
n
d
r
o
g
y
n
y

の
二
つ
に
分
け
て
論
じ
て
い
る
。
こ
の
分
類
は
'
上
述
し
た
本
稿
の
二
型
に
相
当
す
る
よ
う
に

見
え
る
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
、
エ
リ
ア
-
デ
の
場
合
と
本
稿
と
で
は
比
較
分
類
の
視
点
に

ズ
レ
が
あ
り
へ
　
従
っ
て
両
者
は
必
ず
し
も
同
じ
で
は
な
い
　
M
.
E
l
i
a
d
e
,
P
a
t
t
e
r
n
s
i
n
C
o
m
-

h
a
r
a
t
i
v
e
R
e
l
i
g
i
o
n
(
T
r
a
n
s
l
a
t
e
d
b
y
R
.
S
h
e
e
d
)
,
N
e
w
Y
o
r
k
H
T
h
e
N
e
w
A
m
e
r
i
c
a
n

L
i
b
r
a
r
y
,
1
9
7
4
(
1
s
t
e
d
.
1
9
6
3
)
,
p
p
.
4
2
0
-
4
2
5
.

㈲
　
「
両
者
の
愛
に
匹
敵
す
る
よ
う
な
愛
は
'
過
去
・
現
在
・
未
来
に
わ
た
っ
て
存
在
し
な
い
。
」

と
い
う
　
(
二
二
二
・
八
・
二
七
)
-
c
f
.
I
I
.
3
.
1
0
.
7
,
I
I
I
.
3
3
.
5
∞
-
5
9
.

ま
た
へ
本
書
の
至
る
と
こ
ろ
で
、
シ
ヴ
ァ
と
パ
ー
ル
ヴ
ァ
テ
ィ
ー
の
愛
の
戯
れ
が
描
写
さ
れ

て

い

る

　

c

f

.

I

I

.

1

.

1

6

.

4

9

,

I

I

.

2

.

2

1

.

1

2

-

4

7

,

I

I

.

2

.

2

2

.

6

5

-

7

0

,

1

1

A

こ

.

1

0

f

f

.

,

I

I

.

5

.

5

1

.

3

6

-

6

2

,

I
I
I
.
2
1
.
2
-
1
3
,
e
t
c
.

さ
ら
に
、
シ
ヴ
ァ
は
パ
ー
ル
ヴ
ァ
テ
ィ
ー
と
と
も
に
言
及
さ
れ
る
こ
と
が
非
常
に
多
-
、
両

者
が
何
時
も
共
同
の
存
在
で
あ
る
こ
と
を
強
-
印
象
づ
け
て
い
る
　
c
f
.
I
I
.
1
.
1
9
.
9
-
3
2
,
I
I
.
5
.

3
5
.
9
,
I
I
.
5
.
4
0
.
3
5
,
I
I
.
5
.
4
2
.
1
3
-
1
4
,
I
I
.
5
.
4
2
.
4
0
,
I
I
I
.
6
.
2
6
,
I
I
I
.
6
.
4
0
,
I
I
I
.
6
.
4
2
,
I
I
I
.
7
.
2
,
I
I
I
.
7
.
9
,

≡.7.25,III.7.60,III.15.45-46,111.34.31,IV.13.56-58,IV.22.37,V.3.12-42,VII.1.34.34,

V

I

I

.

1

.

3

4

.

3

7

,

V

I

l

.

1

.

3

5

.

1

0

,

V

I

一

.

2

.

1

.

2

1

,

V

H

1

.

2

.

1

0

.

7

-

9

,

V

I

I

.

2

.

2

4

.

3

2

,

V

I

I

.

2

.

2

4

.

6

5

,

V

I

I

.

2

.

2

5

.

3

,

V

I

I

.

2

.

2

7

.

6

9

,

V

I

I

.

2

.

2

7

.

7

4

,

一

.

2

.

3

0

.

3

,

V

I

一

.

2

.

3

1

.

4

2

-

4

6

,

V

I

I

.

2

.

3

3

.

8

,

V

I

I

.

2

.

3

4

.

1

2

-

1

4

,

V

I

I

.

2

.

3

7

.

5

4

-

5

5

,

e
t
c
.と

こ
ろ
で
へ
パ
ー
ル
ヴ
ァ
テ
ィ
ー
の
前
生
は
サ
テ
ィ
ー
で
あ
る
が
、
サ
テ
ィ
ー
も
ま
た
シ
ヴ

ァ
の
妻
で
あ
っ
た
。
こ
の
サ
テ
ィ
I
は
'
父
ダ
ク
シ
ャ
が
夫
の
シ
ヴ
ァ
を
祭
儀
に
招
待
し
な
か

っ
た
の
で
'
父
に
抗
議
し
て
焼
身
自
殺
を
遂
げ
る
。
シ
ヴ
ァ
は
彼
女
と
の
別
離
に
耐
え
か
ね
へ

彼
女
の
骨
を
身
に
帯
び
て
防
律
し
た
　
(
二
二
二
・
四
・
三
七
)
。
本
書
第
二
集
の
第
三
　
「
パ
ー
ル

15

滋
賀
医
科
大
学
基
礎
学
研
究
第
一
号
二
九
九
〇
年
)



両
性
具
有
の
シ
ヴ
ァ
と
シ
ヴ
ァ
-
(
神
舘
)

ヴ
ァ
テ
ィ
ー
」
章
は
へ
　
そ
の
サ
テ
ィ
ー
が
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
娘
パ
ー
ル
ヴ
ァ
テ
ィ
ー
と
し
て
転
生

L
へ
　
再
び
シ
ヴ
ァ
の
妻
と
な
る
ま
で
の
愛
と
貞
節
の
物
語
で
あ
る
。

な
お
へ
「
シ
ヴ
ァ
の
リ
ン
ガ
を
支
え
る
こ
と
が
で
き
る
者
は
、
パ
ー
ル
ヴ
ァ
テ
ィ
ー
の
ほ
か
に

は
存
在
し
な
い
」
　
(
四
二
二
・
四
六
)
　
と
い
う
表
現
も
面
白
い
。

㈱
　
上
野
照
夫
『
イ
ン
ド
美
術
論
考
』
平
凡
社
へ
　
昭
和
四
八
年
、
二
一
五
へ
　
二
三
四
-
六
頁
。

脚
　
P
.
K
.
A
g
r
a
w
a
l
a
,
M
i
t
h
u
n
a
.
T
h
e
 
M
a
l
e
-
F
e
m
a
l
e
 
S
y
m
b
o
l
 
i
n
 
I
n
d
i
a
n
 
A
r
t
 
a
n
d

L
i
t
e
r
a
t
u
r
e
,
N
e
w
D
e
l
h
i
:
M
u
n
s
h
i
r
a
m
M
a
n
o
h
a
r
l
a
l
P
u
b
l
i
s
h
e
r
s
P
v
t
.
L
t
d
.
,
1
9
8
3
,
p
p
.

2

6

-

2

7

.

㈱
　
た
と
え
ば
へ
七
二
二
五
二
二
-
一
三
で
は
'
シ
ヴ
ァ
を
形
容
す
る
の
に
'
「
考
え
ら
れ

な
い
」
(
a
p
r
a
t
a
r
k
y
a
)
へ
「
量
る
こ
と
が
で
き
な
い
」
(
a
m
e
y
a
)
へ
「
特
性
が
な
い
」
(
n
i
r
g
u
n
a
)
、

「
有
と
か
無
と
か
一
切
の
規
定
を
離
れ
て
い
る
」
　
(
s
a
r
v
a
-
s
a
d
-
a
s
a
d
-
v
y
a
k
t
i
-

v
a
r
i
i
t
a
)
へ
「
1
切
の
誓
嘘
を
離
脱
し
て
い
る
」
(
s
a
r
v
S
p
a
m
a
-
n
i
r
m
u
k
t
a
)
等
の
言
葉
を
羅
列

し
て
い
る
。
ま
た
へ
　
シ
ヴ
ァ
が
語
や
意
(
m
a
n
a
s
)
の
対
象
と
な
ら
な
い
こ
と
も
'
幾
度
か
説

か
れ
て
い
る
　
c
f
.
I
I
.
3
.
4
9
.
2
8
,
I
I
I
.
9
.
5
0
,
I
V
.
3
5
.
4
1
,
V
I
I
.
2
.
3
5
.
5
9
.

制
　
資
料
二
二
お
よ
び
註
㈹
参
照
。

㈲
　
本
書
二
・
五
・
五
三
・
四
I
で
、
シ
ヴ
ァ
は
「
不
変
へ
　
不
滅
へ
　
永
遠
」
　
(
n
i
r
v
i
k
a
r
y
a
v
y
a
y
o

l
一
i
t
y
a
h
)
と
さ
れ
て
い
る
。
ほ
か
に
も
、
シ
ヴ
ァ
が
不
変
へ
　
不
滅
と
さ
れ
る
例
は
移
し
-
存
す

る
。
そ
の
主
な
も
の
を
挙
げ
る
。

avyaya(II.1.4.33,II.2.42.49,II.5.49.1,111.16.37,111.18.13,IV.41.6,V.3.65,VII.2.

31.8),avikara(II.3.49.16,II.3.51.40),nirvikara(II.3.49.13,II.3.49.21,II.3-50.

42,II.5.ll.16,II.5.25.7,II.5.25.30,II.5.26.6,II.5.32.27,IV.22.2),nirvikarin(II.

1.9.27,II.2.3.34,II.2.23.5,II.5.30.37,IV.41.5),nirvikaraka(IV.21.16).

脚
　
こ
の
よ
う
に
へ
　
シ
ヴ
ァ
は
能
造
者
(
k
a
r
t
r
)
で
あ
っ
て
'
世
界
創
造
等
の
実
現
者
と
さ
れ
て

い
る
。
即
ち
、
世
界
と
関
係
を
も
つ
か
の
如
-
で
あ
る
。
こ
れ
は
へ
も
し
シ
ヴ
ァ
が
世
界
の
創

造
等
に
関
係
が
な
い
と
す
る
と
へ
シ
ヴ
ァ
は
全
-
実
質
の
な
い
無
力
の
存
在
と
な
っ
て
し
ま
う

の
で
、
彼
に
積
極
的
な
威
力
や
特
性
を
帰
属
せ
し
め
た
結
果
で
あ
る
。
そ
し
て
へ
然
も
な
お
シ

ヴ
ァ
の
超
越
性
を
護
る
た
め
に
へ
創
造
等
の
実
際
活
動
は
シ
ヴ
ァ
が
焚
天
ヘ
ヴ
ィ
シ
ュ
ヌ
、
ル

ド
ラ
の
三
神
に
な
っ
て
遂
行
す
る
へ
　
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
　
c
f
.
I
I
.
2
.
3
.
3
2
-
3
3
,
I
I
.
2
.
6
.
1
9
,
I
I
.

2
.
1
0
.
3
7
,
I
I
.
3
.
3
8
.
3
8
-
3
9
,
I
I
.
5
.
6
.
1
3
,
I
I
.
5
.
1
3
.
3
1
-
3
2
,
I
I
.
5
.
5
3
.
4
0
,
V
I
I
.
1
.
1
3
-
1
3
-
1
5
,
V
I
I
.
1
.
2
3
.

2
0
,
V
-
.
1
.
2
3
.
2
7
,
e
t
c
.

こ
の
シ
ヴ
ァ
の
超
越
面
を
更
に
徹
底
さ
せ
て
'
シ
ヴ
ァ
を
「
非
行
為
者
」
　
(
a
k
a
r
t
r
)
　
と
か
へ

「
行
為
な
き
も
の
」
　
(
n
i
s
k
r
i
y
a
)
　
と
す
る
場
合
も
あ
る
o
た
と
え
ば
、
四
・
三
五
二
二
二
や

七
・
一
・
六
・
六
九
等
。

ま
た
へ
後
述
す
る
よ
う
に
'
二
二
1
・
l
四
・
三
〇
1
三
三
に
於
て
は
'
楽
天
等
の
三
神
に

創
造
等
の
大
業
を
命
じ
た
者
は
シ
ヴ
ァ
I
で
あ
る
と
さ
れ
て
お
り
へ
　
シ
ヴ
ァ
I
は
そ
こ
で
「
三

神
を
産
め
る
も
の
」
　
(
t
r
i
-
d
e
v
a
-
i
a
n
a
m
)
　
と
呼
ば
れ
て
い
る
o

朋
　
こ
の
よ
う
に
シ
ヴ
ァ
I
に
シ
ヴ
ァ
と
同
じ
高
い
地
位
を
与
え
て
讃
美
し
て
い
る
例
は
'
二
・

二
・
1
≡
・
七
-
1
三
に
も
見
出
さ
れ
る
。
勿
論
、
シ
ヴ
ァ
自
身
を
世
界
の
創
造
・
護
持
・
収

束
者
と
す
る
叙
述
も
少
-
な
い
　
c
f
.
I
I
.
2
.
1
0
.
3
5
,
I
I
.
2
.
4
1
.
4
,
I
I
.
3
.
2
8
.
2
2
,
I
I
.
3
.
4
4
.
7
5
,
I
I
.
4
.

1
2
.
3
4
,
I
I
.
4
.
1
5
.
2
3
,
1
0
.
1
6
.
3
6
,
V
.
4
4
.
1
0
0
,
e
t
c
.
な
お
へ
前
註
参
照
。

㈹
　
こ
の
点
に
つ
い
て
は
へ
資
料
一
'
<
お
よ
び
二
一
参
照
。
ま
た
へ
　
二
二
・
六
二
九
で
は

「
シ
ャ
ク
テ
ィ
は
シ
ヴ
ァ
自
身
の
体
か
ら
自
ら
に
し
て
創
造
さ
れ
た
。
」
と
述
べ
て
い
る
。

㈱
　
C
.
G
.
J
u
n
g
.
P
s
y
c
h
o
l
o
g
i
e
 
u
n
d
R
e
l
i
g
i
o
n
(
S
t
u
d
i
e
n
a
u
s
g
a
b
e
b
e
i
W
a
l
t
e
r
.
E
r
-

s
c
h
i
e
n
e
n
1
9
6
3
i
n
 
Z
u
r
 
P
s
y
c
h
o
l
o
g
i
e
 
i
v
e
s
t
l
i
c
h
e
r
 
u
n
d
 
o
s
t
l
i
c
h
e
r
 
R
e
l
i
g
i
o
n
,
G
e
s
a
m
-

m
e
l
t
e
W
e
r
k
e
,
B
a
n
d
 
l
l
)
,
O
l
t
e
n
:
W
a
l
t
e
r
-
V
e
r
l
a
g
,
1
9
8
4
,
S
.
4
0
-
4
2
;
d
i
t
t
o
,
A
i
o
n
:

R
e
s
e
a
r
c
h
e
s
 
i
n
t
o
 
t
h
e
p
h
e
n
o
m
e
n
o
l
o
g
y
 
o
f
 
t
h
e
S
e
l
f
(
T
h
e
C
o
l
l
e
c
t
e
d
W
o
r
k
s
,
v
o
1
.
9
,

p
t
.
2
)
,
L
o
n
d
o
n
:
R
o
u
t
e
l
e
d
g
e
&
K
e
g
a
n
P
a
u
l
,
1
9
6
8
(
1
s
t
e
d
.
1
9
5
9
)
,
c
h
a
p
.
I
I
I
.

㈲
　
J
.
S
i
n
g
e
r
,
A
n
d
r
o
g
y
n
y
:
T
o
w
a
r
d
s
 
a
 
N
e
w
 
T
h
e
o
r
y
 
o
f
 
S
e
x
u
a
l
i
t
y
,
N
e
w
Y
o
r
k
:

A
n
c
h
o
r
P
r
e
s
s
＼
D
o
u
b
l
e
d
a
y
,
1
9
7
6
,
c
h
a
p
.
1
8
.
前
掲
『
宗
教
学
辞
典
』
七
五
四
頁
へ
池
津

龍
彦
「
ア
ン
ド
ロ
ギ
ユ
メ
ス
に
つ
い
て
」
　
(
エ
レ
ミ
ー
ル
・
ゾ
ラ
著
へ
　
川
村
邦
光
訳
『
ア
ン
ド
ロ

ギ
ユ
ヌ
ス
の
神
話
』
平
凡
社
へ
　
1
九
八
八
年
に
収
載
)
四
九
I
五
二
貢
o
　
こ
の
洗
濯
氏
の
間
然

す
る
と
こ
ろ
が
な
い
美
事
な
エ
セ
の
単
行
本
初
出
は
、
『
夢
の
宇
宙
誌
-
コ
ス
モ
グ
ラ
フ
ィ

ア
・
フ
ァ
ン
タ
ス
テ
ィ
カ
』
　
(
美
術
出
版
社
へ
一
九
六
四
年
)
　
に
於
て
で
あ
る
と
い
う
。

㈱
　
両
性
具
有
者
の
場
合
、
対
応
す
る
相
手
を
考
え
る
の
は
変
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
、

P
o
i
m
a
n
d
r
e
s
は
男
性
名
詞
で
あ
ろ
う
L
h
 
A
n
d
r
o
g
y
n
o
s
と
H
e
r
m
a
p
h
r
o
d
i
t
o
s
も
、
そ
の

ラ
テ
ン
語
形
で
あ
る
A
n
d
r
o
g
y
n
u
s
お
よ
び
H
e
r
m
a
p
h
r
o
d
i
t
u
s
で
見
る
限
り
男
性
名
詞
で

あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
っ
て
、
そ
こ
が
面
白
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

㈲
　
W
e
n
d
y
 
D
o
n
i
g
e
r
 
O
'
F
l
a
h
e
r
t
y
,
W
o
m
e
n
,
A
n
d
r
o
g
y
n
e
s
,
a
n
d
 
O
t
h
e
r
 
M
y
t
h
i
c
a
l

B
e
a
s
t
s
,
C
h
i
c
a
g
o
a
n
d
L
o
n
d
o
n
:
T
h
e
U
n
i
v
e
r
s
i
t
y
o
f
C
h
i
c
a
g
o
P
r
e
s
s
,
1
9
8
0
,
p
p
.
2
8
,

3

2

,

8

9

,

3

1

7

-

3

1

8

.

付
記
　
本
稿
は
、
昭
和
六
十
三
年
五
月
に
大
正
大
学
で
行
わ
れ
た
第
三
十
7
回
東
北
印
度
学

宗
教
学
会
学
術
大
会
に
於
て
へ
　
そ
の
要
旨
の
み
口
頭
で
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。
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